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太原崇孚（雪斎）像

駿府と今川氏「太原崇孚（雪斎）の印刷事業」
たいげん  そう  ふ     せっさい

※今川義元公生誕五百年祭にむけて今川氏ゆかりの地や文化を表紙で紹介します。

『歴代序略』

しゅうぶんいんりゃく れきだいじょりゃく

太原崇孚（雪斎）は、今川家の重臣の子で、善得寺に入り、京の建仁寺で学び、
今川義元公を伴って再び京に学び、駿河に臨済宗妙心寺派の寺院を増やし、
義元公の軍師・参謀として活躍。天文２３年（１５５４）、漢詩を作るための韻書
『聚分韻略』、中国の歴史書『歴代序略』を印刷・出版しました。

所蔵:臨済寺

静 岡 商 工 会 議 所 報［シング］
平成30年12月1日発行　第105号（毎月1日発行）
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静清信用金庫
「かけるくん・きくのちゃん」
スタンプ40種類セット［¥120（50コイン）］
スタンプショップで検索 かけるくんきくのちゃん

※スタンプは当金庫が直接販売するものでなく、LINE㈱が提供しているサービスです。
　また、取扱いにかかる分配金は、社会福祉に資する団体に全額寄付いたします。

せいしんは、地域の事業者の皆さまを応援します

かけるくん きくのちゃん



静岡の経済指標　２０１8年11月発表データ
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数字を紹介します

静岡市人口（葵区）１１月

静岡市人口（駿河区）１１月

静岡市人口（清水区）１１月

静岡市人口（合計）１１月

静岡県百貨店販売額９月

静岡県乗用車（新車）登録台数１０月

静岡県新設住宅着工戸数９月

清水港輸出総額９月

ハローワーク静岡  新規求人数９月

前年同月比 －１,２８３人

前年同月比 －４４８人

前年同月比 －２,０７２人

前年同月比 －３,８０３人

前年同月比 －０．１３億円

前年同月比 ＋９２０台

前年同月比 ＋３０戸

前年同月比 ＋１１３億円

前年同月比 －１,５６５人

前年同月比 ＋５８２世帯

前年同月比 ＋１,０６０世帯

前年同月比 ＋４９４世帯

前年同月比 ＋２,１３６世帯

前年同月比 ＋８．７１億円

前年同月比 ＋５７台

前年同月比 ＋２６億円

前年同月比 ＋１８億円

前年同月比 －３８４人

２５０,２１８人

２１１,５１１人

２３３,４２２人

６９５,１５１人

５７．９４億円

６,９０６台

１,９０８戸

１,６５７億円

３,２６８人

１０４,０２５世帯

９３,５１９世帯

９５,２４６世帯

２９２,７９０世帯

２６５．６４億円

８２６台

２３８億円

８１０億円

１,１７７人

静岡市世帯数（葵区）１１月

静岡市世帯数（駿河区）１１月

静岡市世帯数（清水区）１１月

静岡市世帯数（合計）１１月

静岡県スーパー販売額９月

静岡県貨物車（新車）登録台数１０月

静岡県公共工事請負金額１０月

清水港輸入総額９月

ハローワーク清水  新規求人数９月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝関東経済産業局、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成30年12月1日発行 第105号（毎月1日発行）
・創業ステップアップ講座②(清)

・珠算・暗算段位認定試験申込受付(～1/7)

・年末融資相談会(静)　・年末調整説明会(静)

　

　

・法律相談会(清)　・後継なんでも相談会(静)

・法律相談会(静)　・第100回常議員会・議員懇談会(静)

　

　

・法律相談会(静)　・公庫相談会(静)

　

　

・ＩＴ情報化・創業支援相談会(清)

・仕事納め

・七日市(入江商店会)　・知的財産の経営への活用方法と事例発表(静)
・事例による企業のリスク管理(清水グランドホテル)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・県信用保証協会経営相談会(静)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・中小企業経営活力プラス実践塾(静)

・カラーコーディネーター検定試験
・平成30年度 高校生キャリア形成事業成果報告会(静)

・ダイヤモンド・プリンセス入港(清水港)
・Ｉ Loveしずおか『冬しず2018-2019「メリーゴーランド」』(～H31/1/6 葵スクエア)
・ビジネス実務法務検定試験
・全国そろばんコンクール・表彰式(静)
・許認可・著作権相談会(静)
・金融部会経済講演会「2019年日本経済の展望」(静)

・税務相談会(静)　・徳川みらい学会第5回講演会(ユーフォニア)
・Ｅｘｃｅｌ初めてシリーズ「はじめてのグラフ作成」(静)

・静岡ビジネススクール「リーダーシップ力強化セミナー」(静)　・後継なんでも相談会(清)
・発明・特許相談会(静)　・SNSを活用した顧客獲得術(静岡第一ホテル)
・税務相談会(清)　・駿府城を愛する会講演会＆発掘調査現地説明会(静岡市中央体育館)

・税務相談会(静)　・静岡市のプレミアムフライデー(静岡市内)
・労務相談会(静)　・生活関連サービス部会視察会(由比・蒲原他)
・飛鳥Ⅱ入港(清水港)　・就活セミナー面接対策(Ｂ－ｎｅｓｔ)

・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)　・労務・特許相談会(清)
・健康相談会(静)　・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)

・リテールマーケティング検定試験申込受付(～1/21)　・ビジネス会計申込受付(～2/1)
・簿記検定試験申込受付(～1/21)　・事業承継相談(静)　・後継なんでも相談会(静)

・七間町青空市(～12/16 七間町名店街)　・紺屋町マルシェ(～12/16 紺屋町名店街)
・第50回海洋教育フォーラムin静岡「海のことをもっと知ろう！ 海洋エネルギー利用と大規模養殖」(静)

・IT・情報化相談会(静)　・マル経資金説明相談会(静・清)
・ＩＴ情報化・創業支援相談会(清)

・環境社会<eco>検定試験
・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座商店街)

・おまちでアート(七間町名店街)
・鷹の市＆駿府市(鷹匠1丁目商業発展会・駿府町1区発展会)

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月・祝

火

水

木

金

土

日

月

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

駿府秋のわくわく祭

わたしの商工会議所活用法
経営革新計画
するが夢苺㈱　海野　保さん
誌上経営相談
日本政策金融公庫国民生活事業の融資制度
日本政策金融公庫静岡支店　林　翔太さん

今川義元公入門講座!!
「三国同盟！」

金融部会特集
フィンテックの今後
・地域活性化に繋がる金融サービスを提供
田形和幸さん

・中小企業に身近になるフィンテック
しずおか信用金庫
・複数税率時代のＰＯＳレジとキャッシュレス決済
静岡商工会議所事務局

表彰式
平成30年度 役議員・優良従業員表彰者名簿

しずおか味な店
清水の本物の食文化で遠来のお客様をおもてなし
かね田食堂

東京からこんにちは
南北の“行き来”改善に期待
鹿島建設㈱　朝比奈由典さん

しごとなでしこ
休日は愛猫に癒してもらっています
㈱わかば　中山佳代子さん
静岡の未来
人と人との繋がりで、まちづくりに貢献
エクステリアさこ　和田迫勝徳さん

ちびまる子ちゃんの町へおいでよ！
入江商店会／関連商品／ちびまる子ちゃんランド

わが社自慢の商品・サービス
静岡ならではの飲食店

写真で見る静岡商工会議所の動き
10月の会議所事業



金
融
部
会
特
集

静
岡
商
工
会
議
所
の
金
融
部
会
は
、金
融
業

（
銀
行
、信
用
金
庫
、保
証
会
社
、ク
レ
ジ
ッ
ト
）、

保
険
業（
生
命
保
険
、損
害
保
険
）、証
券
業
、

リ
ー
ス
業
な
ど
３
１
１
事
業
所
で
組
織
し
て
い

ま
す
。今
回
は
、地
域
企
業
に
役
立
つ
経
営
情

報
と
し
て「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」を
紹
介
し
ま
す
。

部
会
特
集

金
融
部

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
今
後

静
岡
経
済
は
拡
大
傾
向
だ
が
、

政
治
情
勢
へ
の
注
視
が
必
要

地
域
活
性
化
に
繋
が
る

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

安
倍
晋
三
首
相
が
自
由
民
主
党
総

金融部会　部会長
しずおか信用金庫　
理事長

田形和幸

裁
選
で
連
続
３
選
を
果
た
し
、平
成
30

年
10
月
２
日
に
第
４
次
安
倍
改
造
内
閣

が
成
立
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」と
呼
ば
れ
る
経
済
財
政
政
策
に

よ
り
、国
内
経
済
は
、世
界
経
済
の
拡
大

に
伴
う
輸
出
の
増
加
と
、企
業
収
益
の

回
復
に
基
づ
く
設
備
投
資
の
増
加
に
よ

り
、回
復
基
調
が
持
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
景
気
の
先
行
き
を
展
望
し

ま
す
と
、国
内
需
要
に
け
ん
引
さ
れ
る

形
で
景
気
の
好
循
環
が
見
通
せ
る
状
況

で
あ
り
、収
益
環
境
の
改
善
を
背
景
に
、

底
堅
い
投
資
需
要
が
景
気
を
下
支
え
す

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
一 

方
で
、米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
保
護
主

義
的
な
通
商
政
策
、米
国
と
中
国
の
関

税
を
巡
る
応
酬
に
よ
る
世
界
的
な
貿
易

活
動
の
停
滞
に
よ
る
景
気
の
下
振
れ
、さ

ら
に
は
、リ
ス
ク
回
避
に
伴
う
円
の
急

騰・株
価
の
急
落
が
、輸
出
、設
備
投
資
、

個
人
消
費
に
影
響
し
、景
気
腰
折
れ
に

至
る
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
の
政
治
経
済
情
勢
へ
の
注
視
は

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

静
岡
の
地
域
経
済
に
目
を
向
け
ま
す

と
、日
本
銀
行
静
岡
支
店
に
お
け
る
10

月
の
県
内
金
融
経
済
の
動
向
か
ら
は
、

個
人
消
費
は
雇
用・所
得
環
境
の
緩
や

か
な
改
善
に
よ
り
持
ち
直
す
な
か
で
、

企
業
の
生
産
は
振
れ
を
伴
い
な
が
ら
も

断
続
的
に
増
加
す
る
な
ど
、県
内
景
気

に
つ
い
て
も
拡
大
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
決
済
に
注
目

　

さ
て
、回
復
基
調
に
あ
る
景
気
を
背

景
に
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
概
念
が
、相
当
の
ス
ピ
ー
ド
を

も
っ
て
、金
融
の
未
来
の
み
な
ら
ず
、各

業
界
に
お
け
る
経
営
環
境
を
変
化
に
導

く
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た
新
た

な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る「
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク（
Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ
）」は
、す
っ
か
り

社
会
に
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、現
在
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
決
済
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。政
府

も
、キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
を
定
着
さ
せ
る

た
め
の
支
援
策
と
し
て
、中
小
の
小
売
店

に
対
し
て
、こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
応
じ
た

時
限
的
な
税
制
優
遇
を
検
討
す
る
な

ど
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
推
進
を
後
押
し
て
お

り
ま
す
。

　

金
融
部
会
と
致
し
ま
し
て
は
、今
回

特
集
記
事
に
よ
り
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
概
要

や
昨
今
の
動
向
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、今
後
も
、こ
の
大
き

な
流
れ
の
当
事
者
と
し
て
、地
域
経
済
の

活
性
化
に
繋
が
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
提
供
し
て
参
る
所
存
で
す
。



　

新
聞
や
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
、店
頭
に
並

ぶ
書
籍
な
ど
で
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」（
金
融
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
融
合
）で
す
が
、明
確
な
定
義
が
な
い

故
に
、人
に
よ
っ
て
思
い
浮
か
べ
る
イ
メ
ー

ジ
が
千
差
万
別
、都
度
都
合
よ
く
引
用

さ
れ
る「
バ
ズ
ワ
ー
ド
」の
印
象
す
ら
あ

り
ま
す
。
数
々
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ベ
ン

チ
ャ
ー
へ
の
取
材
を
通
じ
て
考
え
た

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
定
義
は
、「
お
客
様
目

線
で
再
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ

ス
」で
す
。

　
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」は
、１
９
９
０
年
代
の

W
indow

s95

登
場
を
き
っ
か
け
と
し
た

情
報
通
信
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
普
及

し
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す（
図
表

１
）。な
か
で
も
、〝
い
つ
で
も・ど
こ
で
も
〞

使
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
は
、

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
普
及
を
大
き
く
後
押

し
し
て
い
ま
す
。２
０
１
８
年
５
月
に
公

表
さ
れ
た「
平
成
29
年 

通
信
利
用
動
向

調
査
」に
拠
り
ま
す
と
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

金融部会特集 フィンテックの今後

脚
光
浴
び
る「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

し
ず
お
か
信
用
金
庫

中
小
企
業
に
身
近
に
な
っ
て
い
く

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

Windows95
（1995年）

顧客目線が
「検索」へ

オンラインサービス
（ＩＢ等）

ＥＣ向け決済

クラウド会計

サービスの
クラウド化

スマートフォンの
ユーザ

インターフェイス化

ADSL・iモード
（1999年）

マルチコアCPU
（処理高速化） ビックデータ

IoT
仮想化技術

資産運用アプリ

スマホ決済

家計アプリ

ビットコイン

ロボアドバイザー

オンライン融資

通信情報技術の進歩とともに提供されてきた
「フィンテック」

図表

１

（備考）「平成29年通信利用動向調査」をもとに信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成

の
世
帯
保
有
率
は
年
々
上
昇
し
続
け
、

２
０
１
７
年
に
は
パ
ソ
コ
ン
の
世
帯
保
有

率
を
上
回
り
ま
し
た（
図
表
２
） 

。人
々

が〝
ス
キ
マ
時
間
〞に
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
環
境
が
生
ま
れ

た
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
、現
在
普
及
し
て
い
る
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
本
来
の
趣
旨
で
あ
る

〝
質
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
全
国
津
々

浦
々
、す
べ
て
の
人
に
〞と
い
う「
金
融
包

摂
」に
反
し
て
、首
都
圏
や
近
畿
圏
と

いっ
た
都
市
部
を
中
心
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
い
ま
す
。今
後
、

地
方
圏
への
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

技
術

顧
客

主
な
サ
ー
ビ
ス

１９９０年代 ２０００年代 ２０１０年代

クラウド
ファンディング

スマートフォンの保有状況（世帯）図表

2

（%）
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50

0
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パソコン

スマートフォン



　

内
閣
府
か
ら
２
０
１
７
年
６
月
に
公

表
さ
れ
た「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」

の
な
か
で「FinT

ech

の
推
進
等
」が
謳

わ
れ
、２
０
２
２
年
６
月
ま
で
に
Ｉ
Ｔ
化

「
個
人
」か
ら「
法
人
」へ

サ
ー
ビ
ス
領
域
が
広
が
る

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

（備考１）単一回答
（備考２）信金中央金庫 地域・中小企業研究所「中小企業景況レポートNo.165」（2016.７～９月期）より引用

利便性向上

肯定的 （50.7%）

決済や
入出金

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成

に
対
応
し
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
等

を
活
用
し
て
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務（
財

務・会
計
領
域
等
）を
効
率
化
す
る
中
小

企
業
等
の
割
合
を
現
状
の
４
倍
程
度
と

し
４
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、２
０
１
８

年
６
月
公
表
の「
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
８
」で
謳
わ
れ
た「
中
小
企
業・小
規

模
事
業
者
の
生
産
性
革
命
の
更
な
る
強

化
」の
な
か
で
は
、２
０
２
０
年
ま
で
に
全

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の
約
３
割

に
当
た
る
約
１
０
０
万
社
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

導
入
促
進
を
目
指
す
こ
と
が
新
た
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、政
府
は
、

中
小
企
業
に
対
し
て
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取

組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

若
干
古
い
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、

２
０
１
６
年
９
月
に
、信
金
中
央
金
庫 

地
域・中
小
企
業
研
究
所
が
全
国
の
信

用
金
庫
の
協
力
を
得
て
約
１
５
０
０
０

社
の
中
小
企
業
に
対
し
て
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
み
ま
す
と
、中

小
企
業
で
は
、決
済
や
入
出
金
に
お
け

る
利
便
性
の
向
上
へ
の
期
待
感
を
中
心

に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い

る
よ
う
で
す（
図
表
３
）。こ
う
し
た
肯

定
的
な
認
識
を
原
動
力
に
、中
小
企
業

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
３
年
間
ほ
ど「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」を

追
い
続
け
て
き
た
印
象
で
い
え
ば
、わ
が

国
で「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」と
い
う
言
葉
が
前

面
に
出
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２
０

１
５
年
に
入
っ
た
頃
で
し
ょ
う
。２
０
１
８

年
現
在
、図
表
４
の
と
お
り
、幅
広
い
分

野
で
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。当
初
に
出
始
め
た
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、お
笑
い
コ
ン

ビ・オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ジ
オ
を
起
用
し
た
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
話
題
と
な
っ
た
マ
ネ
ー
フ
ォ

ワ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
家
計
簿
ア
プ
リ

を
中
心
と
し
た「
個
人
」を
対
象
と
し

た
も
の
で
し
た
。こ
の
家
計
簿
ア
プ
リ
に

代
表
さ
れ
る
資
産
管
理
サ
ー
ビ
ス
と
併

せ
て
、千
円
あ
る
い
は
１
万
円
と
いっ
た

中小企業における
「フィンテック」に対する認識

図表

3

代表的なフィンテックサービス図表

4
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37.4% より煩雑化

6040200

3.4%

しやすくなる 資金調達1.8% しにくくなる0.7%

引下げ 金利や
手数料9.5% 引上げ2.5%

向上 金融取引の
安全性2.0% 低下7.7%

否定的 （14.3%）

決済 資産管理 資産運用

会計 融資 事業承継

内内内内内内内
閣
府
閣
府
か
ら
か
ら
２２

表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
さささささ
れ
た
れ
た「
未
「
未
来
投
来
投

のののののののののののののの
なななななな
か
で
か
で「「FiFinTnT

ee

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れれれれれれ
、２２
０
２
０
２
２
年
２
年

「「
個個
人
」か
ら

ササササ
ー
ビ
ス
領
域

「「
フフ
ィ
ン
テ
ッ
ク

肯定肯定的 的 （（5050.7.7%%）

中中中中中中中中小小小小小小小小企企企企企企企企業業業業業業業業ににににににににおおおおおおおおけけけけけけけるるるるるるるる
「フィンテック」に対する認識

図表図表図表表図表図表
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金融部会特集 フィンテックの今後

　

産
業
の
分
野
で
は
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ

「
Ｉｏ
Ｔ
」と
い
う
言
葉
が一般
用
語
化
し

つつ
あ
り
ま
す
。「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」は
、〝
狭

義
の
Ｉｏ
Ｔ
〞と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
領
域
で
は
、

「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）」や「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
報
道
等
が
大

き
く
目
立
って
い
ま
す
。家
電
量
販
店
で

も
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
型
ロ
ボ
ッ

トPepper
（
ペッ
パ
ー
）や
米
ア
マ
ゾ
ン
が

開
発
し
た
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト「A

lexa

（
ア
レ
ク
サ
）」等
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、現
時
点
で
の
Ａ
Ｉ

技
術
は
完
全・完
璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ニュ
ア
ル
化
で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
問

い
合
わ
せ
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
徐
々
に
Ａ
Ｉ

に
取
っ
て
代
わ
る
場
面
が
増
え
る
で
し
ょ

う
が
、当
面
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
等
が

必
要
と
な
る
営
業
・
渉
外
担
当
者
が
い

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。現

在
、我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、Ａ
Ｉ

が
出
し
た
結
果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
今
後

藁
品
和
寿 

氏

信
金
中
央
金
庫 

地
域・中
小
企
業
研
究
所 

主
任
研
究
員

（
略
歴
）１
９
７
３
年
、静
岡
県
富
士
市
生
ま

れ
。静
岡
県
立
清
水
東
高
等
学
校
理
数
科
卒

業
。１
９
９
７
年
、慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

を
卒
業
し
、信
金
中
央
金
庫
入
庫
。２
０
０
３

年
、国
際
金
融
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）業

務
出
向
、２
０
０
６
年
、全
国
信
用
金
庫
協
会

業
務
出
向
、２
０
１
１
年
、一橋
大
学
大
学
院
国

際
企
業
戦
略
科
金
融
戦
略・経
営
財
務
コ
ー
ス

修
了（
経
営
修
士
）。

主
な
受
賞
に
第
１
回
日
本
Ｆ
Ｐ
学
会
賞（
日
本

Ｆ
Ｐ
協
会
奨
励
賞
）、第
２
回
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会

小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
佳
作
な
ど
。

日
本
Ｆ
Ｐ
学
会
個
人
会
員
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
協

会
個
人
会
員
。

判
断
を
下
す
か
と
い
う〝
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン・

リ
テ
ラ
シ
ー
〞か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

「
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
」で
は
、直
近
、Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
利
用
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
って
い

ま
す
。

　

し
か
し
、一
部
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
は
、さ
ら
に
先
を
見
据
え
た
動

き
が
出
て
い
ま
す
。例
え
ば
、湯
河
原
温

泉（
神
奈
川
県
）で
は
、リ
キ
ッ
ド
社
の
技

術
で
現
金
も
カ
ー
ド
も
不
要
と
す
る

「
手
ぶ
ら
決
済
」の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、米G

A
R
M
IN

（
ガ
ー

ミ
ン
）の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ウ
ォッ
チ
に
は「
ガ
ー

ミ
ン
ペ
イ
」と
い
う
決
済
機
能
が
搭
載
さ

れ
て
い
た
り
、本
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
で
も

静
脈
や
指
紋
だ
け
で
は
な
く
顔
、声
紋
、

虹
彩
等
を
登
録
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

試
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
、今
後
、「
カ
ー
ド
レ
ス
」、「
ス
マ
ホ
レ

ス
」あ
る
い
は「
ウ
ェア
ラ
ブ
ル
」等
の
言
葉

が
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
お
客
様
の〝
面
倒
く

さ
い
〞を
解
決
す
る
」で
す
。お
客
様
が

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て〝
不
便

だ
〞と
感
じ
な
け
れ
ば「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」

は
普
及
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。中
小
企
業
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」に
触
れ
た
結

果
、〝
驚
き
〞や〝
喜
び
〞と
いっ
た
体
験
を

で
き
れ
ば
利
用
価
値
が
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」は
、そ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
って
感
じ

る
お
客
様
の
不
安
感
や
不
信
感
を
上
回

る
顧
客
体
験
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
将
来
に
わ
た
っ
て
普
及
し
て
い
く
で

し
ょ
う
し
、そ
う
な
れ
ば
、い
つ
の
日
か
、

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」と
い
う
言
葉
自
体
が
使

わ
れ
な
く
な
る
ほ
ど〝
当
た
り
前
〞の

サ
ー
ビ
ス
に
変
貌
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。情

報
提
供

少
額
か
ら
投
資
の
で
き
る
資
産
運
用

サ
ー
ビ
ス
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。地
方
銀
行
や
信
用
金
庫
等
が
こ
う

し
た
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
業
務
提

携
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
金
融
機
関
経

由
で
利
用
者
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
、

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」の
普
及
を
推
し
進
め
て

い
る
と
い
え
ま
す
。２
０
１
７
年
頃
か
ら

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
入
る
頃
か
ら
は
、ク
ラ

ウ
ド
会
計
で
頭
角
を
現
し
たfreee
（
フ

リ
ー
）を
は
じ
め
と
す
る「
法
人
」向
け

サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
始
め
ま
す
。経
理

入
力
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ー
ビ
ズ
等
、

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
事
務
負

担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
設
計
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
開
発
、提
供
さ
れ
て
き
ま
し

た
。さ
ら
に
２
０
１
８
年
に
入
る
頃
か

ら
、会
計
ソ
フ
ト
等
と
デ
ー
タ
連
携
し
て

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
少
額
か
ら
融
資
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。直
近
で
は
、電
子
記
録
債
権
を
担

保
に
し
て
下
請
け
企
業
が
元
請
け
企
業

の
信
用
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
業
承

継
マッ
チ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」は
、２
０

１
５
年
以
降
、「
個
人
」か
ら「
法
人
」に

対
象
を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、カ
バ
ー
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
領
域
も
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。
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【 カリキュラム 】①なぜ｢報・連・相｣が注目されるのか②コミュニケーションギャップを改善する
③｢報・連・相｣力を高める実践ポイント④チームワークが業績を生む

静岡商工会議所ビジネススクール

・正しい税知識を身につけたい。　　
・もっと積極的な経営を目指したい。
・社会のお役に立ちたい。　　　　　

そんな経営者の皆さんを支援する全国組織

公益社団法人清水法人会
̶入会のお問合せは下記まで̶

HPアドレス　http://www.s-houjin.or.jp

〒424-0826
静岡市清水区万世町2-3-10
TEL.054-351-0015

来
た
る「
複
数
税
率
」時
代
に
そ
な
え
て

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

来
た
る「
複
数
税
率
」時
代
に
そ
な
え
て

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

そ
の
悩
み
、静
岡
商
工
会
議
所
が
解
決
し
ま
す
！

　
静
岡
商
工
会
議
所（
静
岡
事
務
所
）で
は
、来
年
10
月
の
消
費
税
増

税・軽
減
税
率
制
度
適
用
に
備
え
て「
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
体
験
コ

ー
ナ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。３
種
類
の
レ
ジ
ア
プ
リ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、職
員
が
使
い
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。ご
自
身
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
レ
ジ
を
選
ぶ
こ
と
が一番
大
切
で
す
。導
入
に
迷
っ
た
ら
、静
岡

商
工
会
議
所 

静
岡
事
務
所
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
Ｐ
Ｏ
Ｓ
と
は「
販
売
時
点
情
報

管
理（Point

O
fSales

）」の

略
称
で
す
。通
常
の
レ
ジ
機
能

に
加
え
て
、商
品
が
売
れ
た
時

点
で
商
品
名
や
価
格
、売
れ
た

時
間
な
ど
の
情
報
を
記
録
し
、

分
析
す
る
機
能
も
備
え
て
い
ま

す
。複
数
税
率
に
も
対
応
で
き

る
こ
と
か
ら
、事
前
の
買
い
替
え

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

□
複
数
税
率
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
。

□
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
っ
て
何
？
種
類
も
多
く
て
選
べ
な
い
。

□
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

　

政
府
は
、消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
て
、現
金
を
使
わ
な
い
キ
ャッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。釣
り
銭
の
間
違
い
が
な
く

な
り
、レ
ジ
で
の
作
業
の
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。ま
た
、決
済
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
は
、お
客
様
の
利
用
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

た
り
、独
自
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、導
入
す

る
こ
と
で
集
客
も
見
込
め
ま
す
。急
速
に
広
が
り
つつ
あ
る
キ
ャッ
シ

ュレ
ス
決
済
で
す
が
、ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
ス
キ
ャ

ン
し
て
行
う
決
済
方
法
。決
済
手
数
料
３
〜
４
％
程

度
の
も
の
が
多
い
。

　
◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済（
非
接
触
型・Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
型
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
専
用
端
末
に
か
ざ
し
て
決
済
す
る「
非
接
触
型
」と
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
店
舗
側
が
ス
キ
ャ
ン
、ま
た
は

店
舗
側
が
掲
示
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ

ン
さ
せ
る「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
型
」が
あ
る
。Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
型
は
種
類
が
急
増
し
て
お
り
、導
入
費

用
・
決
済
手
数
料
無
料
の
も
の
も
登
場
し
て

い
る
。ま
た
持
ち
運
び
で
き
る
の
で
、レ
ジ
以

外
の
場
所
や
店
舗
外
で
の
決
済
も
可
能
。

　　

導
入
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
い

内
容
を
聞
き
た
い
方
は
、ぜ
ひ

静
岡
商
工
会
議
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
も

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、お
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
は
？

セミナー開催のご案内

【日　時】
12月5日㈬
14：00～15：30

【会　場】
静岡商工会議所
静岡事務所401号室

【参加料】 無　料

「キャッシュレス社会
へのそなえと

ＰＯＳレジ徹底比較」



事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援
今後10年間で70歳を超える中小企業経営者が約245万社となり、うち半数の127万社が後継者不在（中小企業庁の試算）

平成30年度の税制改正により、中小企業経営者様からの自社様式の贈与税・相続税が
一定要件のもと、納税が猶予又は免除されます。

事業承継への“壁”をのりこえるプランと支援

長谷川清太 税理士事務所

株式等
「相続・贈与」

中小企業者
である会社

【先代経営者等】 【後 継 者】

〒422-8041 静岡県静岡市駿河区中田3-1-5 松永ビル2F 
TEL054-203-6005　FAX054-203-6015
HP／e-hase.com　メールアドレス／hasegawa@fuji-con.net

事業承継計画

その他こんなご相談にも対応します 私たちがご相談にのります

1. 自社株の相続（贈与）について心配だ。

2. 後継者に保証債務を引き継がせたくない。

3. 何をすべきか何から手を付けていいか分からない。

4. 退職後の生活に心配がありなかなかリタイアできない。

5. 後継者はいるがまだ実力不足で引き継ぎができない。

6. M&Aについて興味があるがコストが高いと聞く。

1. 先端設備導入計画の支援サービス
 一定の機械装置や器具備品等の固定資産税が3年間ゼロになります。

2. 経営力向上計画の支援サービス
 一定の機械装置や器具備品等が100％償却か税額控除の適用ができます。

3. ものづくり補助金の支援サービス
 主に製造業者様の設備取得（最大1000万円）をサポートします。

以下の様な経営者様のお悩みを解決致します。

課題解決に向けて当事務所のサービス

・相続税額　・生命保険
・自社株　　・財務
・後継者

1 現状把握
サービス
の流れ ・アクションプランを作成

・スケジュールを立てる

2 課題を抽出
・生前贈与  ・精算課税
・特例措置

3 税制措置の活用検討 4 リタイアメントプランニング
・退職金　　・M＆A
・財務向上　・保証債務

 税理士
（東海税理士会所属）
長谷川 清太

国家資格・
2級ファイナンシャル・
プランニング技能士

原　摩実子



勤
続
45
年
の
方（
２
名
）

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

丸
山
販
売
㈱

勤
続
40
年
の
方（
８
名
）

杉
好
㈱

　
　
〃

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

ニッ
ケ
ン
消
毒
㈱

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

丸
善
製
茶
㈱

㈱
や
ま
だ
い
ち

勤
続
35
年
の
方（
20
名
）

㈱
天
野
回
漕
店

い
な
ば
食
品
㈱

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

静
岡
ガ
ス
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

第
一
建
設
㈱

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

丸
山
販
売
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

勤
続
30
年
の
方（
18
名
）

　　
ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

　
　
〃

　
　
〃

ア
オ
キ
ト
ラ
ン
ス
㈱

　
　
〃

㈱
天
野
回
漕
店

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

　
　
〃

清
水
臨
港
通
運
㈱

杉
好
㈱

㈱
ト
リ
ヤ
マ
商
会

花
菱
建
設
㈱

平
和
み
ら
い
㈱

　
　
〃

㈲
松
永
工
房

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

　
勤
続
25
年
の
方（
32
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

清
水
ラ
イ
フ
ク
リ
ー
ン
㈱

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

　
　
〃

第
一
建
設
㈱

　
　
〃

㈱
大
輝

　
　
〃

㈲
竹
屋
製
作
所

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

　
　
〃

我
妻
和
男
事
務
所

　

石
川　
　

清

奥
津　

嘉
之

古
井　

清
信

佐
藤　

弘
子

中
村　

広
二

伴　
　

和
幸

鈴
木　

正
美

小
長
谷　

徹

植
村　

喜
一

佐
藤　
　

東

市
川　
　

毅

中
山　

和
郎

榊
原　

幸
夫

北
川　

浩
孝

青
木　

栄
一

青
柳　

年
彦

田
形　

浩
二

密
岡　

聖
彦

柴
田　

鷹
之

深
沢　

真
行

内
藤　

美
智
子

高
田　

久
美

望
月　
　

亨

坂
口　

純
一

辰
已　

き
み
え

栗
田　

康
弘

後
藤　

浩
文

星
野　

良
男

佐
野　

太
加
夫

高
木　

克
彦

　
河
西　
　

信

松
永　

敏
之

柴
田　
　

豊

原　
　

丈
晃

中
澤　

安
則

藤
村　

武
樹

大
北　
　

豊

稲
葉　

秀
則

河
原
崎　

博

河
原
崎　

航

山
田　

和
弘

吉
田　
　

守

殿
岡　

進
一

池
田　

悦
也

高
杉　

喜
彦

竹
沢　

弘
靖

鈴
木　

洋
介

大
橋　

昌
也

　　　
山
口　

康
太

松
久
保　

昭
人

遠
山　

竜
生

岡
村　

真
知
子

増
田　

裕
子

割
瀬　

健
一

深
澤　

光
雅

室
内　

貴
幸

西
山　

京
一

梨
本　

義
信

鈴
木　

充
司

石
田　

久
恵

國
分　

裕
一

小
柳　

孝
行

海
野　

達
広

遠
藤　
　

勉

杉
山　

貴
章

村
田　

は
る
み

間　
　

真
司

渡
辺　

降
成

杉
山　

裕
紀

和
田　

茂
裕

石
崎　

多
門

向
江　

範
征

草
分　

将
志

川
添　

英
樹

高
木　

寛
之

藁
科　
　

宏

林　
　

健
次

早
川　

勝
久

遠
藤　

正
規

米
倉　

真
弓

　

会
員
事
業
所
の
優
良
従
業
員
で

勤
続
５
年
以
上
５
年
毎
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
９
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

２
６
６
名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

勤エ丸勤 会勤（事

平
成
30
年
度 

静
岡
商
工
会
議
所

表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

会　

員　

昭
和
設
計
㈱

旭
日
双
光
章

㈲
葵
煎
餅
本
家

㈱
セ
ノ

我
妻
和
男
事
務
所

㈱
興
農
園

加
藤
商
店

海
野　

和
弘　

小
林　

重
治　

我
妻　

和
男　

設
楽　

和
男　

加
藤　

嘉
一　

商
工
振
興
委
員・在
任
10
年

根
本　
　

健

会　

員　

丸
和
運
送
㈱

内
田　

泰
正

木
内
建
設
㈱

㈱
追
分
羊
羹

起
立
木
工
㈱

木
内　

藤
男　

府
川　

充
宏　

高
橋　

正
幸　

在
任
20
年

常
議
員
事
業
所

常
議
員　

第
一
建
設
㈱

㈱
天
野
回
漕
店

㈱
や
す
い
軒

㈽
針
谷
建
築
事
務
所

小
長
谷　

修
誠

伊
澤　

三
郎　

高
田　

雅
司　

フ
ァ
ブ・ト
ー
カ
イ
㈱

山
岸　

昇
一　

市
川　
　

照

新
興
港
運
㈱

㈲
立
花
屋
食
品

三
幸
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

小
長
谷　

修
誠

加
藤　

貴
久　

青
木　

兼
弘　

現
場
改
善
支
援
事
業

　

11
月
22
日
、静
岡
商
工
会
議
所
の『
平
成
30
年
度
表
彰
式
』を
静
岡
事
務
所
５
階

ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
任
20
年
に
達
し
た
役
議
員
や
10
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た
商
工

振
興
委
員
、会
員
企
業
の
特
別
功
労
者
や
優
良
従
業
者
な
ど
２
８
５
名
の
方
々
を

表
彰
い
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
叙　
　

勲
】

黄
綬
褒
章

【
褒　
　

章
】

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

【
静
岡
県
知
事
表
彰
】

役
員
又
は
議
員
と
し
て
の
在
任
期
間
が

満
20
年
に
達
し
た
者
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

３
名

役
員
と
し
て
６
年
以
上
、又
は
議
員
と
し
て

10
年
以
上
在
任
し
て
退
任
し
た
者
の
表
彰

（
表
彰
規
則
第
２
条
第
１
項
第
２
号
表
彰
） 

３
名

商
工
業
及
び
地
域
の
発
展
に
著
し
く

貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る
会
員
企
業
表
彰

（
表
彰
規
則
第
６
条
第
１
項
第
１
号
表
彰
） 

５
名

事
業
活
動
が
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

会
員
企
業
表
彰

（
表
彰
規
則
第
６
条
第
１
項
第
３
号
表
彰
） 

３
名

会
員
企
業
優
良
従
業
員
の
特
別
功
労
表
彰

（
表
彰
規
則
第
９
条
第
１
項
第
２
号
表
彰
） 

１
名

㈱
村
上
開
明
堂



事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

勤
続
20
年
の
方（
43
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

木
内
建
設
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

サ
ク
ラ
イ
石
油
㈱

㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

静
岡
シ
ェル
石
油
販
売
㈱

　
　
〃

杉
好
㈱

静
清
塗
料
㈱

第
一
建
設
㈱

㈱
大
輝

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

巴
川
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　
〃

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱

花
菱
建
設
㈱

　
　
〃

㈱
プ
ロ
ス
パ
ー

平
和
み
ら
い
㈱

丸
善
製
茶
㈱

丸
山
販
売
㈱

　
　
〃

㈱
四
葉
商
会

㈱
渡
辺
産
業

　
　
〃

　
　
〃

フ
ジ
都
市
開
発
㈱

　
　
〃

　
勤
続
15
年
の
方（
30
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

呉
服
町
栗
林
眼
科

㈱
シ
ズ
デ
ン

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

第
一
建
設
㈱

第
一
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
第
一
不
動
産

㈱
大
輝

　
　
〃

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈲
東
海
建
材
工
業

フ
ァ
ブ・ト
ー
カ
イ
㈱

フ
ジ
オ
イ
ル
㈱

　
　
〃

　
　
〃

㈱
プ
ロ
ス
パ
ー

山
下
工
業
㈱

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
四
葉
商
会

　
　
〃

　
　
〃

　
勤
続
10
年
の
方（
57
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

今
泉
機
材
㈱

㈱
エ
ス
ク
リ
エ
イ
ト

Ｃ
Ｔ
セ
ブ
ン
㈱

　
　
〃

静
岡
ガ
ス
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

静
岡
県
民
共
済
生
活
協
同
組
合

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

杉
好
㈱

㈱
す
る
が
花
き
卸
売
市
場

　
　
〃

　
　
〃

静
清
塗
料
㈱

　
　
〃

㈲
セ
レ
ス
フ
ー
ズ
カ
ン
パニ
ー

　
　
〃

第
一
建
設
㈱

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

中
部
機
電
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
チ
ヨ
ダ

　
　
〃

　
　
〃

花
菱
建
設
㈱

㈲
平
岡
工
業
所

　
　
〃

平
和
み
ら
い
㈱

丸
善
製
茶
㈱

丸
山
販
売
㈱

㈱
水
上
房
吉
商
店

㈱
や
ま
だ
い
ち

㈱
四
葉
商
会

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
渡
辺
産
業

　
勤
続
5
年
の
方（
56
名
）

　　
い
な
ば
食
品
㈱

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

エ
ー
ス
コ
ン
工
業
㈱

㈱
カ
ナ
サ
シ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈱
高
栄
塗
装

呉
服
町
栗
林
眼
科

　
　
〃

左
京
商
事
㈱

㈱
さ
ま
あ

　
　
〃

㈱
静
岡
オ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　
〃

㈱
静
岡
オ
ン・テ
ッ
ク

杉
好
㈱

ス
ギ
ヤ
マ
パ
イ
ピ
ン
グ

清
庵
労
務
協
会

静
清
塗
料
㈱

㈲
セ
レ
ス
フ
ー
ズ
カ
ン
パニ
ー

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
プ
レ
イ
ン

　
　
〃

㈱
チ
ヨ
ダ

東
海
整
備
㈱

　
　
〃

東
洋
サ
ー
モ
㈱ 

城
南
電
子
工
場

ト
ラ
ヤ
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
丸
玄
工
芸

　
　
〃

　
　
〃

丸
山
販
売
㈱

　
　
〃

㈲
モ
リ
工
業

　
　
〃

　
　
〃

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

㈲
横
山
製
作
所

　　　
瀧　
　

晃
一

齋
藤　

友
康

山
本　

貴
昭

川
原　

俊
昭

小
澤　

航
一

鈴
木　

伸
司

笠
井　

大
幹

鈴
木　

貴
博

堤　
　

秀
樹

本
田　

真
吾

三
澤　

礼
造

海
野　

智
久

立
石　

一
也

伊
奈　

志
津
乃

岡
本　

寿
幸

青
木　

克
弘

松
永　

悦
子

竹
下　

明
子

清
水　

信
子

西
郷　

眞
智
子

岩
崎　

靖
人

大
野　

全
広

成
岡　

称
人

山
崎　

一
理

若
松　

剛
旨

望
月　

一
也

竹
内　
　

健

杉
山　

千
鶴

池
田　

文
恵

長
阪　

幸
子

青
島　

竜
也

細
田　

紘
幸

鈴
木　

敏
生

川
内　

慎
二

杉
山　

和
弥

八
木　

利
子

杉
山　

公
則

松
下　

恭
子

大
石　

修

井
端　

隆
典

山
口　

勝
也

内
海　

晃
一
郎

大
矢　

誠
司

　　　　
柴
田　

圭
司

服
部　

丈
毅

小
長
谷　

昌
弘

鈴
木　

克
明

村
松　

武
彦

望
月　

直
美

北
原　

ゆ
か

石
谷　

仁
志

古
本　

雅
紀

石
関　

恵
人

森
田　

次
郎

杉
浦　
　

晃

大
長　

純
也

原
田　

美
由
記

坂
下　

佳
己

原　

菜
津
美

金
丸　
　

章

山
岸　

昇
一

戸
塚　

隆
幸

青
嶋　

正
季

栗
田　

峰
夫

黒
田　

寿
通

大
石　

裕
子

長
橋　

俊
幸

本
田　

太
樹

又
平　

哲
也

藤
原　

泰
史

黒
田　

重
宣

近
藤　

豊
晃

戸
塚　

朝
美

　　　　
王　
　

云
鵬

瀧　
　

太
朗

石
川　

達
也

増
田　

す
ず
菜

山
田　

能
利
江

小
松　

あ
つ
美

小
笠
原　

史
佳

三
岡　

奈
奈

松
永　

有
加
里

吉
田　

優
子

天
野　

美
裕

大
井　

あ
い

池
田　

好
美

村
田　

芳
子

岡
本　

省
吾

福
井　

明
子

細
川　

さ
つ
き

千
葉　

恵
子

小
林　

順
子

岩
本　

さ
と
み

若
井　

早
苗

川
口　

和
子

瀧　
　

文
枝

八
柳　

慶
子

髙
須　

則
子

築
地　

ひ
と
み

渡
邉　

惠
子

服
部　

惠
子

井
村　

珠
美
代

前
田　

薫
里

花
村　

和
幸

前
澤　

将
輝

渋
谷　

博
昭

石
井　

里
沙

稲
葉　

修
也

渡
辺　
　

徹

津
田　

雅
也

伊
藤　

真
智
子

村
松　

直
美

長
倉　
　

司

尾
鷲　

和
弘

井
澤　

宏
美

川
島　

誠
一

池
ヶ
谷　

真
登

増
田　

由
佳
子

瀧
澤　

清
一

杉
山　

健
一

田
代　

慎
吾

福
田　

美
乃
里

法
月　

隆
仁

木
全　

一
城

伊
藤　

静
保

藤
浪　

章
夫

近
藤　

文
博

佐
藤　

基
樹

大
瀧　

玲
子

村
松　

紀
美

　　　　
青
木　

宏
文

森　
　

裕
秋

畑　
　

智
也

井
上　

由
基

小
川　

孝
太
朗

鈴
木　

裕
紀

寺
澤　

美
波

大
西　

庄
俊

椿
原　

史
音

鍋
田　

昌
邦

望
月　

敏
秀

佐
藤　
　

修

坂
本　

公
彦

石
川　

美
希

山
本　

正
人

水
野　

浩
和

池
上　

昭
徳

牧
野　

早
苗

岩
沢　

エ
リ
カ

小
山　

恭
廣

多
治
見　

湧

千
葉　

祐
也

片
井　

優
子

藤
巻　

愛
子

望
月　

佑
吉

是
永　

政
也

山
田　
　

晃

齊
藤　

由
佳
子

藤
田　
　

拓

海
野　

明
子

森　
　

政
之

大
麻　

裕
司

長
谷
川　

良
二

大
橋　

沙
弥
香

早
坂　

菜
々
子

若
竹　

千
佳
子

寺
田　

悦
子

大
倉　

菜
緒

根
本　

節
子

菊
地　

高
広

天
野　
　

守

山
本　

高
徳

丸
山　

芽
具
美

大
津　

雅
彦

久
保
田　

真
吾

三
好　

健
吾

原
口　

尚
人

一
言　
　

渚

藤
牧　

大
樹

松
井　

剣
人

寺
尾　

健
太
郎

井
出　

和
彦

石
井　

正
信

本
橋　

健
悟

山
口　

裕
子

源
平　

香
織

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名

事
業
所
名

氏　

名



写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

　

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会
で
は
、士
業

の
皆
様
を
中
心
に
71
名
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、「
士
業
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
会
」を
初
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、西
日
本
電
信
電
話
㈱

静
岡
支
店
の
担
当
者
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
新
た

な
社
会・価
値
」と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
は
、

今
後
事
業
を
進
め
る
上
で
、必
要

不
可
欠
な
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、引
き
続
き
懇

親
会
を
開
催
し
、活
発
に
名
刺
交

換
を
行
う
な
ど
、交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。（
総
務
企
画
課
：
青
島
）

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会

士
業
71
名
が
活
発
に
交
流10/1

・ＡＩについて熱心に聴講する参加者ら

・活発な交流が行われた懇親会

　

今
川
義
元
公
生
誕
５
０
０
年
祭

推
進
委
員
会
と
観
光
・
飲
食
部
会

で
は
、京
都
国
立
博
物
館
で
特
別

展
示
さ
れ
た「
義
元
左
文
字
」等
を

視
察
し
ま
し
た
。当
日
は「
刀
剣
女

子
」が
長
蛇
の
列
を
為
し
、人
気
の

程
が
伺
え
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
今

川
義
元
公
と
太
原
雪
斎
が
学
ん
だ

建
仁
寺
と
塔
頭
の
霊
源
院
、義
元

左
文
字
を
所
蔵
す
る
建
勲
神
社
も

訪
問
し
、一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い

場
所
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
、大
変
有
意
義
な
視
察
会
と
な

り
ま
し
た
。（
観
光・サ
ー
ビ
ス
課
：
飯
塚
）

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭

京
都
で
左
文
字
等
を
視
察

　

女
性
会
で
は
、静
岡
市
消
防
局

千
代
田
消
防
署
し
ず
は
た
出
張

所・山
岳
ラ
ン
ナ
ー
の
望
月
将
悟
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、一
般
公

開
セ
ミ
ナ
ー「
１
歩
踏
み
出
す
勇

気
と
限
界
へ
の
挑
戦
」を
開
催
し
ま

し
た
。日
本
一
過
酷
な
山
岳
レ
ー
ス

「
ト
ラ
ン
ス・ジ
ャ
パ
ン・ア
ル
プ
ス・レ

ー
ス
」で
４
連
覇
し
た
体
験
談
や
今

回
の
レ
ー
ス
で
の〝
無
補
給
完
走
〞の

挑
戦
秘
話
等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
、当
日
は
約
１
５
０
名
が
聴
講

し
ま
し
た
。　
　
（
商
工
振
興
課
：
旗
持
）

女
性
会

望
月
将
悟
氏
講
演
会
に
約
１
５
０
名

　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
女
性
経

営
者
の
異
業
種
交
流
会「
シ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
羽
田
由
美
会
長
）」

は
、記
念
講
演
と
し
て
㈱
タ
ニ
タ
元

代
表
取
締
役
社
長
の
谷
田
大
輔
氏

を
お
招
き
し
て
、「
赤
字
中
小
企
業

を
世
界
の
ト
ッ
プ
に
！
」と
題
し
開

催
。１
０
７
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。

世
界
一
を
目
指
し
た
経
営
手
法・マ

イ
ン
ド
を
、理
論
と
実
体
験
を
交

え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
経
営
支
援
課
：
横
山
）

シ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

30
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催 ・谷田大輔㈱タニタ元社長と記念撮影する

　シーズネットワークメンバー
10/5

・住職から説明を受ける右から酒井会頭、
　小和田委員長、久保田部会長

10/19

・過酷な山岳レースを語る望月氏
10/18

　

７
年
目
を
迎
え
た
県
内
全
商
工

会
議
所
合
同
の
個
別
商
談
会
は
、

県
内
外
よ
り
26
社
の
バ
イ
ヤ
ー
を

招
き
、食
品
製
造
業
者
を
中
心
に

75
社
が
参
加
し
、商
談
の
成
約
に
向

け
て
意
欲
的
な
様
子
で
延
べ
２
８
０

商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
企

業
か
ら
は
、普
段
な
か
な
か
会
う
こ

と
の
で
き
な
い
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
が

で
き
た
、バ
イ
ヤ
ー
と
の
繋
が
り
が

持
て
る
、と
いっ
た
感
想
や
、販
路
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
選
定
と
いっ
た
課
題

発
見
に
繋
が
っ
た
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。　
（
経
営
支
援
課
：
横
山
）

合
同
個
別
商
談
会

延
べ
２
８
０
商
談
を
達
成

・26社のバイヤーと75社が商談
10/23



写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

　

今
回
は
賀
茂
郡
河
津
町
の
旅
館

業「
禅
の
湯（
ハ
リ
ス
の
湯
）」を
訪

ね
、代
表
取
締
役
の
稲
本
雅
子
さ
ん

の
講
話
を
お
聴
き
ま
し
た
。

　

人
を
活
か
し
会
社
を
成
長
さ
せ

る
経
営
手
法
を
実
践
す
る
稲
本
さ

ん
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
育
す
る
」。

　

そ
れ
は
仲
間（
従
業
員
）の
み
な

ら
ず「
食
」、「
地
域
」、「
子
供
」、

「
夢
」な
ど
、多
岐
に
亘
り
ま
す
。

　

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、「
育

す
る
」こ
と
に
取
り
組
み
、自
ら
も
新

し
い
挑
戦
を
し
続
け
る
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。（
経
営
支
援
課
：
山
崎
）

異
業
種
企
業
交
流
会

河
津
町「
禅
の
湯
」を
視
察 ・都会ではできない「スタッフ体験」も

　受け入れ中
10/25

・陸上養殖施設内にて説明
　を受ける参加者ら

10/25

・業務委託覚書を取り交わす酒井会頭（中央）

　

経
済
産
業
省
創
設「
お
も
て
な

し
規
格
認
証
」２
０
１
８
金
認
証
の

認
証
式
を
開
催
し
、昨
年
11
月
以

降
に
金
認
証
を
取
得
し
た
97
事
業

所
を
認
証
し
ま
し
た
。ま
た
、お
も

て
な
し
へ
の
取
組
み
や
今
後
の
抱
負

な
ど
に
つ
い
て
３
社
か
ら
の
発
表

後
、県
内
西
部
地
域
に
お
け
る
制

度
の
普
及
と
現
地
調
査
業
務
に
つ

い
て
、（
公
財
）浜
松
・
浜
名
湖
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
業
務
委
託
覚

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

（
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
：
杉
山
）

お
も
て
な
し
規
格
認
証

金
認
証
97
事
業
所
を
認
証

　

第
99
回
常
議
員
会
を
東
海
大
学

海
洋
科
学
博
物
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。議
事
終
了
後
、三
保
地
区
の

地
下
海
水
を
利
用
し
た
陸
上
養
殖

施
設
や
海
洋
科
学
博
物
館
等
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

陸
上
養
殖
は
産
学
官
連
携
事
業

と
し
て
当
所
に
事
務
局
を
置
く
、新

産
業
開
発
振
興
機
構
が
進
め
る

「
駿
河
湾
地
域
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
実
施
し
て
お
り
、か
わ

は
ぎ
を
は
じ
め
、ニ
ジ
マ
ス
、ギ
ン
ザ
ケ

な
ど
様
々
な
魚
の
養
殖
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、参
加
者
ら
は
今
後
の
展

開
に
期
待
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

（
総
務
企
画
課
：
青
島
）

移
動
常
議
員
会
in
東
海
大
学

陸
上
養
殖
施
設
等
を
見
学

　

建
設
部
会
で
は
、２
万
平
方
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
大
空
間
の
大
谷
石

地
下
採
掘
場
跡
、平
成
の
大
改
修

（
総
工
費
約
12
億
円
）を
経
て
美
し

く
蘇
っ
た
日
光
東
照
宮
陽
明
門
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
静
岡
商
工
会
議
所
初
代
会
頭

小
林
年
保
別
邸
の
旧
田
母
沢
御
用

邸
な
ど
、紅
葉
深
ま
る
秋
の
日
光
の

歴
史
的
遺
産
を
視
察
し
ま
し
た
。

（
経
営
支
援
課
：
小
澤
）

建
設
部
会

日
光
の
歴
史
的
遺
産
を
視
察・大谷資料館地下採掘場跡で記念撮影

　

製
造
業
部
会
・
新
産
業
開
発
振

興
機
構
で
は
、ス
タ
ー
精
密
菊
川
工

場
の
見
学・静
岡
大
学
浜
松
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
意
見
交
換
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

静
岡
大
学
で
は
、Ｉｏ
Ｔ・Ａ
Ｉ
の

活
用
に
つ
い
て
情
報
学
部
の
塩
見

彰
睦
教
授
と
企
業
２
社
が
事
例
発

表
を
行
い
、参
加
者
で
意
見
交
換

交
流
会（
ｍｅｅ
ｔ
ｕｐ
）を
行
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　（
新
産
業
課
：
小
堺
）

製
造
業
部
会

静
岡
大
学
で
意
見
交
換
会

・意見交換交流会で挨拶する榊原製造業部会長

10/29

10/25

10/30
・31



「
２
０
１
８
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭

「
２
０
１
８
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
」
開
催
開
催

「
２
０
１
８
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
」
開
催

ま
つ
り

　

今
年
で
27
回
目
を
迎
え
た『
駿
府
秋
の

わ
く
わ
く
祭（
ま
つ
り
）』が
、９
月
28
日

（
金
）〜
10
月
８
日（
月・祝
）ま
で
の
11
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。静
岡
市
内
の
商
店
街・

大
型
店・商
工
会
が
一
体
と
な
り
、共
同
懸

賞
企
画・協
賛
イ
ベン
ト・福
袋
販
売
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

９
月
の
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
に
合
わ
せ
て

ス
タ
ー
ト
し
、初
日
は
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口

地
下
広
場
に
て
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
の
演
奏

が
行
わ
れ
、福

袋
（
今
年
は

ち
び
ま
る
こ

ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
）の
１
０
０

名
様
限
定
無

料
配
布
も
あ

り
、
多
く
の

方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、各
参

加
商
店
街
と

大
型
店
の
代

表
者
か
ら
、期

間
中
の
催
事

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ

き
、華
や
か
な

セ
レ
モ
ニ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
催
期
間

中
は
、各
商

店
街
で
「
わ

く
わ
く
徳
川

祭
り
」「
秋
の

わ
く
わ
く
ス

ト
リ
ー
ト
ラ

イ
ブ
」「
わ
く

わ
く
大
抽
選

会
」「
わ
く
わ

く
百
縁
市
」

「
ロ
ン
ド
ン
バ

ス
で
社
会
科

見
学
」な
ど
、

地
域
の
特
色

を
活
か
し
た

協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。大
型

店
で
は「
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア
」や
各
店
舗
の
お

す
す
め
商
品
が
入
っ
た「
わ
く
わ
く
福
袋
」の

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、多
く
の
方
々
が
来
店

さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
懸
賞
企
画
と
し
て
、期
間
中
に
参

加
店
で
一
定
額
以
上
の
お
買
い
物
を
さ
れ
た

お
客
様
に
、「
わ
く
わ
く
サ
ン
ク
ス
ス
ピ
ー
ド

く
じ
」を
引
い
て
い
た
だ
き
、日
頃
の
感
謝
を

込
め
て「
静
岡
空
港
発
着
ペ
ア
旅
行
券
」や

「
ホ
テ
ル
デ
ィ
ナ
ー
お
食
事
券
」な
ど
の
賞
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
懸
賞
企
画
と
し

て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た「
わ
く
わ

く
王
国
の
宝

探
し
」
も
実

施
し
ま
し
た
。

各
参
加
店
に

あ
る
ヒ
ン
ト
に

な
る
イ
ラ
ス

ト
を
探
し
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
ス
キ
ャ
ン

し
、答
え
と
な

る
宝
を
最
大

３
つ
集
め
る
と

応
募
で
き
る

企
画
で
、
抽

選
で
６
名
様

に
賞
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

９／２8 オープニングセレモニー
（ＪＲ静岡駅北口地下広場）

わくわく百縁市（静岡市民会館通り商店会） わくわく大抽選会（小鹿商店会）

福袋の販売、「わくわく王国の宝探し」（パルシェ静岡店）

千円均一福袋市（静岡市清水商工会 由比支所）



武
たけ

田
だ

晴
はる

信
のぶ

（信
しん

玄
げん

）／北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

義元は武田との関係を重視していた。
また、北条も当主が代替わりし、武田
との同盟を進めていた。

「
仮か

名な

目も
く

録ろ
く

追つ
い

加か

」の
発は
っ

布ぷ

後ご

、

義よ
し

元も
と

は
外が
い

交こ
う

政せ
い

策さ
く

で
次つ
ぎ

の
一い
っ

歩ぽ

を
踏ふ

み
出だ

す
。

天て
ん

文ぶ
ん

二に
じ
ゅ
う
さ
ん

十
三
年ね
ん（
一
五
五
四
）

武た
け

田だ

・
北ほ
う

条じ
ょ
う・

今い
ま

川が
わ

が
互た
が

い
の
息む
す

子こ

・
娘
む
す
め

同ど
う

士し

の

結け
っ

婚こ
ん

に
よ
り
、背せ

中な
か

を
守ま
も

り
協
き
ょ
う

力り
ょ
くし
合あ

う

い
わ
ゆ
る「
甲こ

う

相そ
う

駿す
ん

三さ
ん

国ご
く

同ど
う

盟め
い

」が
結む
す

ば
れ
た
！

そ
し
て
天て
ん

文ぶ
ん

二に
じ
ゅ
う
よ
ね
ん

十
四
年（
一
五
五
五
）、義よ
し

元も
と

は

同ど
う

盟め
い

相あ
い

手て

で
あ
る
武た
け

田だ

信し
ん

玄げ
ん

に
依い

頼ら
い

さ
れ
、

上う
え

杉す
ぎ

謙け
ん

信し
ん

と
の
第だ
い

二に

次じ

川か
わ

中な
か

島じ
ま

合か
っ

戦せ
ん

を
仲
ち
ゅ
う

裁さ
い

、

停て
い

戦せ
ん

さ
せ
る
こ
と
に
成せ
い

功こ
う

す
る
。

こ
の
同ど
う

盟め
い

締て
い

結け
つ

の
立た
て

役や
く

者し
ゃ

は

雪せ
っ

斎さ
い

和お
し
ょ
う尚
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
！

上う
え

杉す
ぎ

氏し

ら
関か

ん

東と
う

の
勢せ

い

力り
ょ
くと

戦た
た
か

っ
て
い
た

相さ
が
み模

の
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏し

三み

河か
わ

を
ほ
ぼ
制せ

い

圧あ
つ

し

尾お
わ
り張

へ
と
勢せ

い

力り
ょ
くを

伸の

ば
そ
う
と
す
る

駿す
る
が河

の
今い

ま

川が
わ

氏し

武
たけ

田
だ

晴
はる

信
のぶ

（信
しん

玄
げん

）北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

長
なが

尾
お

（上
うえ

杉
すぎ

）

甲
か

斐
い

相
さ が み

模

駿
す る が

河

よ
う
や
く
皆み
な

が

分わ

か
り
合あ

え
る
日ひ

が

や
っ
て
き
た
ぞ
…

義よ
し

元も
と

の
正せ
い

室し
つ（
武た
け

田だ

信の
ぶ

虎と
ら

の
娘む
す
め）は

五ご

年ね
ん

前ま
え

に
三さ
ん
じ
ゅ
う
に
さ
い

十
二
歳
の
若わ
か

さ
で

世よ

を
去さ

っ
て
い
た
。

駿す
ん

府ぷ戻も
ど

っ
た
ぞ
ー

殿と
の

、
雪せ
っ

斎さ
い

和お
し
ょ
う尚
が
…

!

古
こ

河
が

公
く

方
ぼう

里
さと

見
み

山
やまのうちうえすぎ

内上杉

織
お

田
だ

今
いま

川
がわ

氏
うじ

真
ざね

・早
はや

川
かわ

殿
どの

北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

・黄
おう

梅
ばい

院
いん

殿
でん

武
たけ

田
だ

義
よし

信
のぶ

・嶺
れい

松
しょう

院
いん

殿
でん

越え
ち
ご後

の
長な

が

尾お
（
上う

え

杉す
ぎ

）氏し

と
の

抗こ
う

争そ
う

が
続つ

づ

い
て
い
た

甲か

斐い

の
武た

け

田だ

氏し



望月一樹松永真実 大石未緒

鈴木健太郎西野誠 横山大

石垣いちごを使用した
機能性ジャムを開発

機能性グルカン配合いちごジャム

石垣いちご狩り

　
「
新
商
品
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
」

「
他
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た

い
」な
ど
、ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、新
た
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

は
、事
業
の
継
続
に
重
要
で
す
。

　
「
経
営
革
新
」と
は
、新
事
業
活
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
経
営
の
相

当
程
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
言
い

ま
す
。ポ
イ
ン
ト
は
①
新
規
性
、②
独

自
性
、③
参
入
障
壁
、④
実
現
可
能

性
の
４
つ
で
す
。

　

経
営
革
新
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、気
付
か
な
か
っ
た
問
題
や
新
た
な

課
題
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
①
低
利
融
資
、②
補
助
金
、③

販
路
開
拓
支
援
と
いっ
た
支
援
策
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は「
経
営
革
新
計

画
」の
作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
新
事
業
を
推
進
す
る

経
営
革
新
計
画
を
お
手
伝
い

ヤマサン農園　代表
するが夢苺㈱　代表取締役

海野保 さん
電話 ０54-２３６‐５５１５
http://yamasanchi.com/

わたしの
商工会議所

「
経
営
革
新
計
画
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

弊
社
の
規
模
で
は
、経
営
資
源
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、静
岡
商
工
会
議
所

を
窓
口
に
、行
政
の
様
々
な
施
策
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て

は
、静
岡
商
工
会
議
所
の
支
援
を
受
け

て
、「
経
営
革
新
計
画
」を
作
成
し
、静

岡
県
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニュ
ー
ア
ル
す
る
際
に
は

「
地
域
産
業
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

（
経
営
革
新
補
助
金
）」を
活
用
で
き
ま

し
た
。

　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

に
も
採
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

自
動
販
売
機
に
よ
る
商
品
販
売
事
業

を
今
後
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

来
年
１
月
〜
５
月
上
旬
は
、ぜ
ひ
、久

能
海
岸
へ
、い
ち
ご
狩
り
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

企
業
に
協
力
を
い
た
だ
き
、食
物
繊
維

が
豊
富
で
血
糖
値
上
昇
に
抑
制
効
果
が

あ
る「
機
能
性
グ
ル
カ
ン
」を
配
合
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
の
開
発
に
成

功
し
ま
し
た
。

　

大
学
生
の
協
力
を
得
て
、甘
い
物
を

食
べ
た
い
け
れ
ど
健
康
も
気
に
な
る
40

代
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
選
び
、朝
食
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
む
け
ジ
ャ
ム
と
し
て
、現
在

は
ネ
ー
ミ
ン
グ・パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
を
改
良

中
で
す
。

　

久
能
い
ち
ご
海
岸
通
り
に
は
多
く
の

苺
農
家
の
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
び
、協
力
し

つ
つ
も
、お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、栽
培

方
法
の
研
究
や
新
商
品
の
開
発
を
行
っ

　

弊
社
は
１
９
４
０
年
に
創
業
し
、私
は

３
代
目
で
す
。苺
の
苗
増
殖
計
画
、圃

場
の
管
理
、栽
培
管
理
、販
売
戦
略
の
方

針
を
私
が
決
め
、旅
行
会
社
等
と
提
携

し
て
観
光
客
の
皆
様
に「
い
ち
ご
狩
り
」

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、贈
答
品・お
み

や
げ
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、い
ち
ご
狩
り
シ
ー
ズ
ン
の

１
月
〜
５
月
上
旬
に
売
上
の
大
半
を
上

げ
て
お
り
、シ
ー
ズ
ン
中
で
も
天
候
に

よ
っ
て
売
上
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
経

営
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、年
間
を
通
し
て
売
上
を
確

保
で
き
る
商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。異
業
種
交
流
会
で
知
り
あ
っ
た

わたしの
商工会議所

活 用 法

経営支援課

私たちがお手伝いします ！



〈（左）つなぐノート概要〉
事業承継に向けた課題の整
理や準備計画づくりなど、事
業承継に向けた取組みを検
討できるワークブック（29
年12月発行）

日本政策金融公庫国民生活事業とは
どのような機関ですか？
どのような融資制度がありますか？

日本政策金融
公庫国民生活
事業の融資制度

事
業
承
継・集
約・活
性
化

支
援
資
金

　

次
に
、事
業
承
継・集
約・活
性
化
支

援
資
金
を
ご
紹
介
し
ま
す
。中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
者
の
方
の

高
齢
化
が
進
む
中
、企
業
が
培
っ
て
き

た
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
貴
重
な
経
営
資

源
が
円
滑
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、事

業
承
継
に
関
す
る
多
様
な
資
金
需
要

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

承
継
時
の
株
式
や
設
備
の
買
い
取
り

資
金
は
も
ち
ろ
ん
、５
年
後
以
内
に
予

定
し
て
い
る
事
業
承
継
に
向
け
、現
経

営
者
の
方
が
後
継
者
の
方
と
と
も
に
、

事
業
承
継
計
画
を
策
定
し
て
い
る
場
合

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
公
庫
で
は
、事
業
承
継
を

支
援
す
る
た
め
の
冊
子
も
作
成
し
て
お

り
、事
業
承
継
に
向
け
た
取
組
み
を
検

討
で
き
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク「
つ
な
ぐ
ノ
ー

ト
」、事
業
承
継
に
関
す
る
事
例
集「
た

く
す
チ
カ
ラ
」等
が
ご
ざ
い
ま
す
。ご
希

望
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話

０
５
４‐

２
５
４‐
４
４
１
２

無
担
保・無
保
証
人
の
融
資
制
度

　

商
工
会
議
所
会
員
の
方
の
た
め
の
融

資
制
度
と
し
て
、マ
ル
経
融
資（
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
）が
あ
り
ま

す
。商
工
会
議
所
等
の
経
営
指
導
を
受

け
て
い
る
方
で
、商
工
会
議
所
等
の
長
の

推
薦
を
受
け
た
方
が
対
象
と
な
る
無

担
保・無
保
証
人
の
融
資
制
度
で
す
。融

資
限
度
額
は
２
０
０
０
万
円
で
常
時
使

用
す
る
従
業
員
数
が
20
人
以
下（
宿
泊

業
お
よ
び
娯
楽
業
を
除
く
商
業
、サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）、所
得
税
等
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
等
の
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、静
岡
商
工
会

議
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
事
業
資
金
を

融
資

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、１
０
０
％

政
府
出
資
の
政
策
金
融
機
関
で
す
。国

民
生
活
事
業
、農
林
水
産
事
業
お
よ
び

中
小
企
業
事
業
の
３
事
業
が
あ
り
、国

民
生
活
事
業
で
は
、新
た
に
事
業
を
始

め
る
方
を
含
む
小
規
模
事
業
者
の
方
へ

の
事
業
資
金
の
ご
融
資
を
お
取
扱
い
し

て
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
種
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
申
込
は
、当
庫
の
借
入
申
込
書

（
公
庫
Ｈ
Ｐ
で
取
得
可
能
）に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、左
表
の
書
類
と
合
わ

せ
て
公
庫
の
窓
口
へ
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、ご
郵
送
く
だ
さ
い
。後
日
、担
当
者

と
の
ご
面
談
を
通
じ
て
、ご
資
金
の
お
使

い
み
ち
や
事
業
の
状
況（
計
画
）等
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。お
申
込
み
か
ら

誌上
経営
相談

日本政策金融公庫 
静岡支店 
国民生活事業 

林　翔太 さん

回　答

個人営業の方 法人営業の方
●申告決算書
最近2期分

●履歴事項全部証明書または
登記簿謄本
●最近2期分の確定申告書、決算
書（勘定科目明細書を含む）
●最近の試算表（決算後6か月以
上経過している場合）

見積書（設備資金をお申込の場合）
企業概要書（はじめてご利用される方）
創業計画書（新たに事業を始める方または事業
を開始して間もない方）

お申込み時の必要書類

ご
融
資
決
定
ま
で
の
平
均
所
要

日
数
は
２
週
間
程
度
で
す
。た

だ
し
、ご
相
談
内
容
や
ご
融
資
の

条
件
に
よ
っ
て
更
に
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

https://w
w
w
.jfc.go.jp/

〈（右）たくすチカラ概要〉
事業承継に際して、経営者
や後継者がどのような想い
を持ち、どのような課題に取
り組んだのかを紹介する事
例集（30年2月発行）



素早く対応

〒417-0055　静岡県富士市永田町1丁目153
シー.アール.シー株式会社 http://www.crcjob.net

TEL.0545-57-4655 FAX.0545-57-4651

お問合せ

一般労働者派遣事業（派 22-100010）　有料職業紹介事業（22-ユ-300339）

人手不足でお困りの製造・加工業を確実に支えます。

中番 夜勤 土日祝

弥生各種セミナー開催情報

 ☝上記セミナーお申し込み先☝
当事務所HPにあるお申し込みフォーム（各ページ）又はお電話、FAXにてお申し込みください。 

 ☝上記ご相談に関しましては☝
お電話にてご連絡ください。

弥生無料体験セミナー 弥生会計便利活用セミナー
経営に関するお困りごと、ご相談ください！

◆弥生無料体験セミナーや経営計画作成教室も行っています。詳しい日程等は当事務所HPを御確認下さい◆

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

2019年10月から、消費税10％引き上げにともない、軽減税率がスタートします。
請求書や領収書に8％、10％区別表記が必要になるなど、これまで使用していたレジや請求書では対応できなくなる可能性も。
弥生製品とタブレット端末などを利用したPOSレジなどを組み合わせて、お客様に必要な売上処理など、新たに経理システムの
入れ替えなどのご相談に対応いたします。

入替スケジュールも含めてサポートいたします。もちろん会計ソフトの連動などのご相談もO.K！お気軽にお問い合わせください。

弥生各製品ご購入前の方に、実際にソフトを
体験して頂けるセミナーです。

弥生会計をお使いの方に、”時短経理”に繋
がる便利機能をご紹介するセミナーです。

当事務所では、税務申告や会計監査はもちろん、お客
様に合ったご相談ごとにも対応いたします。

【開催日】2018年12月5日㈬
13:30～15:00 弥生会計／15:15～16:45 弥生販売
【参加料】無料　【定　員】4名
※こちらは実際に操作して頂く形式となります。

【開催日】2018年12月17日㈪
　　　　　13:30～15:00
【参加料】3,240円　【定　員】4名
※こちらは講師の操作をご覧頂く形式になります。

・飲食店や美容室を経営していて、POSレジから顧客管理
　クラウドソフトを利用した会計など、経理全体の業務
のご相談

・事業承継、経営改善など経営全般に関するご相談

・今後の投資や採用計画に基づいた経営計画書の作成

消費税軽減税率対応の準備でお困り事はありませんか？

入れ替えな

替 ケジ

Ｑ：POSレジ入れたいけど費用が心配・・・ → Ａ：お手持ちのスマホやタブレットを使った”POSレジ”導入をお手伝い！
Ｑ：お客様から「クレジットカード使えませんか？」って言われちゃった・・・ → Ａ：クレジット決済の導入をお手伝い

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

12月18日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
12月19日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401

商工会議所 静岡事務所
　
商工会議所 清水事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482



〒420-0839 静岡市葵区鷹匠1-3-5　
TEL 054-204-6888　FAX 054-204-6877
http://www.tak-epi.com/

ÉPICURIEN エピキュリアン
〒424-0839 静岡市清水区入江岡町15-26
TEL 054-351-0222　FAX 054-368-6830

小さなパリの食卓 プティ・パリ・ド・ラ・ターブル

〒421-2106 静岡市葵区牛妻538-1
TEL＆FAX 054-294-9300
https://ushizumacheese.com/

うしづまチーズ工場 Chestar House

わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

オトナを楽しむ大人のレストラン
記念日のお祝いに洗練された空間とフランス料理で贅沢で特

別な時間を。季節の
美味しいものや、ゲ
ストの嗜好に合わせ
た、おまかせコースを
提供いたします。クリ
スマス期間は特別
ディナー（12,960円
（税込）12月21日～
25日）を提供。

静岡発「モッツァレラチーズ」銀賞受賞
ＪａｐａｎＣｈｅｅｓｅＡｗａｒｄ
2018にて「モッツァレラ
チーズ」が銀賞を受賞し
ました。くせのないミルキ
ーな味わいで独自の弾
力のある歯応えが特徴
です。ブッラータ・生カマ
ンベール等4種のチー
ズも受賞。是非一度ご
賞味下さい！100ｇ 800円（税込）

好評！鮨‒料理コース
お得に贅沢なコース5,616円
⇒4,536円（税込）。カウンタ
ーでも個室でもお気軽にご利
用ください。牛ステーキ、お造
り、鮨など7品でとてもお得で
す。忘新年会は4名様から80
名様までご利用可能です。飲
み放題付は5,400円（税込）。

〒420-0032 静岡市葵区両替町2-5-3
TEL 054-252-9178　FAX 054-253-2330
http://irifunesushi.net

㈱入船鮨本店

昔懐かしい親父の洋食
昔ながらの定番洋食であるビーフシチュー、煮込みハンバー
グ、オムライス、グラタン、ナポリタンなど、古き良き時代にあこ

がれた特別な
ごちそうをご用
意しています。
全8メニューで
スープ、サラダ、
ライス、珈琲付
きです。

〒424-0873 静岡市清水区有東坂1-224-272
TEL＆FAX 054-346-4434

レストランＰコック

全メニュー 1,300円（税込）

大人のためのセカンドキッチン
すべて手作りにこだわり地元の食材を使用しています。特にソ
ースには定評があり、お子様からご年配の男女まで喜ばれてい

ます。ランチは特
にお得なセット。ワ
ゴンよりお好きな
デザートをお選び
いただきご満足い
ただいております。
スタッフ一同お待
ちしています。ランチセット 1,700円～3,400円（税込）

チーズフォンデュが自慢のイタリアン酒場
今年22年を迎え「イルパ
パ」の愛称で親しまれてい
ます。名物のチーズフォン
デュはエメンタール、グリエ
ール等数種類のチーズを
オリジナルブレンドした当
店の1番人気です。最大
60名まで利用可能です。
結婚式2次会、ランチ会な
どお気軽にご利用ください。

〒420-0033 静岡市葵区昭和町1-2 スカイタウンビル1F
TEL＆FAX 054-250-0967

トラットリア イル パパトーレ

チーズフォンデュ 2,592円（税込） ※2～3人前



〒424-0831 静岡市清水区入江2-5-8　TEL 054-366-0416タケムラフォト

入江商店会 会長  竹村顕一さん

入江岡入江岡入江岡
千歳橋千歳橋千歳橋

東海道本線東海道本線

巴川巴川巴川

江尻城跡江尻城跡江尻城跡

江尻宿江尻宿江尻宿

法岸寺法岸寺法岸寺

梅蔭禅寺梅蔭禅寺

静岡市清水文化会館マリナート静岡市清水文化会館マリナート静岡市清水文化会館マリナート

清水マリンパーク清水マリンパーク清水マリンパーク

清水マリンビル清水マリンビル清水マリンビル

次郎長生家次郎長生家次郎長生家梅蔭禅寺

東海道本線

南幹線南幹線南幹線

末廣鮨末廣鮨末廣鮨

ちびまる子ちゃんマンホールの蓋ちびまる子ちゃんマンホールの蓋ちびまる子ちゃんマンホールの蓋

新清水新清水新清水

清水銀座商店街
清水銀座商店街白髭神社白髭神社白髭神社

稚
児
橋

稚
児
橋

稚
児
橋 柳

橋
柳
橋
柳
橋 大

正
橋

大
正
橋

大
正
橋

次
郎
長
通
り

次
郎
長
通
り

商
店
会

商
店
会

次
郎
長
通
り

商
店
会

さ
つ
き
通
り

さ
つ
き
通
り

さ
つ
き
通
り

巴
川
橋
巴
川
橋
巴
川
橋

旧東
海道

旧東
海道

旧東
海道 清水清水

入江小学校入江小学校
清水

入江小学校
追分羊かん追分羊かん追分羊かん

入江
商店
会

入江
商店
会

入江
商店
会

竹翁堂竹翁堂竹翁堂

かね田食堂かね田食堂かね田食堂

わかみやさんわかみやさん
(若宮八幡神社)(若宮八幡神社)
わかみやさん
(若宮八幡神社)入江３丁目入江３丁目

歩道橋歩道橋
入江３丁目
歩道橋

静岡鉄道静岡鉄道静岡鉄道
清水市民会館跡清水市民会館跡
(山口百恵コンサート会場)(山口百恵コンサート会場)
清水市民会館跡
(山口百恵コンサート会場)

清
水
港

清水区役所清水区役所清水区役所

静岡商工会議所静岡商工会議所
清水事務所清水事務所
静岡商工会議所
清水事務所

エスパルスエスパルス
ドリームプラザドリームプラザ
3F3F
ちびまる子ちゃんランドちびまる子ちゃんランド

エスパルス
ドリームプラザ
3F
ちびまる子ちゃんランド萬世橋萬世橋萬世橋

八千代
橋

八千代
橋

八千代
橋

港橋港橋港橋

富士
見橋

富士
見橋

富士
見橋

エス
パル
ス

エス
パル
ス

通り通りエス
パル
ス

通り

長谷川健太選手長谷川健太選手
足型足型
長谷川健太選手
足型

日
の
出
埠
頭

日
の
出
埠
頭

日
の
出
埠
頭

ちびまる子ちゃん
ゆかりの地
マップ

清水の主なまつり

★清水七夕まつり

★清水巴川灯ろうまつり

★清水みなと祭り

・清水銀座商店街／稚児橋／入江商店会／万世町／巴町／
 次郎長通り商店会

・さつき通り／清水マリンパーク／清水マリンビル／  
 日の出埠頭ほか

・駅前銀座アーケード街～清水銀座商店街
７月上旬４日間

８月第１金曜日～日曜日

７月16日

タケムラフォトタケムラフォトタケムラフォト

駅
前
銀
座

ア
ー
ケ
ー
ド
街

ア
ー
ケ
ー
ド
街

駅
前
銀
座

ア
ー
ケ
ー
ド
街

JR清水清水JR清水

清水聖書清水聖書
バプテストバプテスト
教会教会

清水聖書
バプテスト
教会

文

桜橋桜橋

こくぞうさんこくぞうさん
(淡島神社)(淡島神社)

桜橋

こくぞうさん
(淡島神社)

ちびちびまる子る子ちゃんの生まれた町へ生まれた町へ
あそびにおいでよ！あそびにおいでよ！

ちびまる子ちゃんの生まれた町へ
あそびにおいでよ！

２０１８年８月１５日に亡くなられた「ちびまる子ちゃん」の作者さくらももこさんに対し、
静岡市長は「著名になられても生まれ育った郷土を愛し、市民に笑顔と元気を与え
てくださった」と静岡市市民栄誉賞の授与を決定しました。ちびまる子ちゃんの物語
は、清水・入江の町を舞台に描かれています。テレビアニメの放送が始まった１９９０
年頃は、全国各地からバスツアーで観光客がひっきりなしに訪れました。その人気
が現在も続いていることに感銘を受けています。これからも、入江の何気ない日常
や思い出を大切にしていきたいと思います。さくらももこさん、ありがとうございます。



〒420-0867 静岡市葵区馬場町20
TEL 054-252-6260　FAX 054-273-5323
http://www.aoisenbei.com

㈲葵煎餅本家

限定販売★ちびまる子ちゃん瓦せんべい
葵煎餅とちびまる子ちゃ
んランドのコラボ商品♥
まる子ちゃんランドでしか
買えません！昔ながらの製
法で1枚1枚まる子ちゃん
を焼印しています。懐かし
の味と香りを茶袋に入れ
てまる子の時代を体験で
きそう。さくらももこさんほ
っこりをありがとう。508円（税込）

〒424-0914 静岡市清水区港南町１-２７
TEL 054-335-1111
http://www.shimizunori.co.jp

清水海苔㈱

ちびまる子ちゃん カットのり
弊社は自社の加工技術
と清水の象徴「ちびまる
子ちゃん」に注目し、商品
開発を進めてきました。販
売開始直後の訃報で戸
惑いもありましたが、社員
一同この商品には特別
な思い入れを持っていま
す。さくらももこさんありが
とうございます。324円（税込）

〒424-0876 静岡市清水区馬走北2-8
TEL 054-345-3320　FAX 054-346-8059
http://www.qbg.co.jp/

㈱クインビーガーデン

ちびまる子ちゃん クローバーはちみつ
クインビーガーデンは1931年清水の地で創業し、清水ととも
に88年歩んできました。清水への感謝を込めて生まれた「ちび

まる子ちゃんはちみ
つ」は、まろやかで香
り高いカナダ産純粋
はちみつを使用して
います。これからもふ
るさと清水でさくらも
もこさんへの想いを
つないで参ります。

〒424-0942 静岡市清水区入船町13-15 エスパルスドリームプラザ1階
TEL＆FAX 054-351-5558
http://www.chikumei.com/

㈱竹茗堂茶店ドリームプラザ店

限定販売 ちびまる子ちゃん お茶・茶あめ
まる子ちゃんの家は、昭和の極々一般的な家庭です。茶の間
があって、ちゃぶ台があって、そこで家族がお茶を飲んでいる。

そんなシーンで飲ん
でもらえるお茶をお勧
めしたいです。（まる
子ちゃんの茶飴もあ
ります。）当店とちび
まる子ちゃんランドの
限定販売です。

〒424-0841 静岡市清水区追分2-13-21
TEL 054-366-3257　FAX 054-366-3259
http://www.oiwakeyokan.com/

㈱追分羊かん

清水名物 追分羊かん・きざみ栗入り

1,134円（税込）

子供の頃から大好きな追
分羊かん。「静岡のお茶
と良く合い、食べる度にほ
のぼのとした気持ちにな
るのです。追分羊かんを
食べて「は～っ」と一息つ
いて下さい。清水の事も
まる子の事もちょっぴり思
い出してくださいね！」との
お言葉、忘れません。

さくらももこさん ありがとう

ちびまる子ちゃんランド限定販売

ちびまる子ちゃんランド限定販売

ちびまる子ちゃんランド限定販売

〒421-0103 静岡市駿河区丸子6-6-33
TEL 054-259-8018　FAX 054-259-8063
mail：isokoma@isokoma.co.jp　http://www.isokoma.co.jp/

㈱磯駒海苔

ちびまる子ちゃん抹茶ラテ・紅いもラテ
静岡・朝比奈産抹茶をコ
クのあるミルクで仕上げ
た香り豊かな抹茶ラテで
す。紅いもラテは沖縄産
紅いもの香りと甘さを味
わいいただけます。
弊社は「ちびまる子ちゃん
ラテ」を今後も大切に販
売してまいります。



〒424-0831 静岡市清水区入江2-1-8
TEL 054-367-0345　FAX 054-367-0438
http://chikuodo.com/index.html

竹翁堂

一枚流し夏ようかん（5～8月限定販売です）
まずは、さくら先生に食べて頂き、そのイメージで書いて貰った
のがこの掛紙です。清水入江町に来ないと買えないため、遠

方より足を運んで下
さるお客様も珍しくあ
りません。小さな和菓
子屋の仕事でも気さ
くに受けて下さった
事、深く感謝し、大切
に使い続けます。

〒422-8006 静岡市駿河区曲金7-2-61
TEL 054-281-6616　FAX 054-281-6630
mail：info@shohakudo.co.jp

㈱松柏堂本店

限定販売「特選あべ川もち」
静岡名物「あべ川もち」
は、徳川家康公が名付け
た名物餅です。皆さんに
愛される静岡のおみやげ
として、いかがでしょうか。
土日限定でドリームプラ
ザのちびまる子ちゃんラン
ドでのみ販売しています。

432円（税込）1,000円（税込）

648円（税込）

ICパスケース 1,080円（税込）

〒422-8058 静岡市駿河区中原692
TEL 054-281-9336　FAX 054-283-3262
mail：info@shop-cocco.jp　http://shop-cocco.jp/

㈱ミホミ こっこ庵

ちびまる子ちゃんのにこにこ番茶
国産玄米に静岡県産ほ
うじ茶をブレンドし、まろや
かで飲みやすいお茶に仕
上げました。カフェインの
含有量が少ないので、パ
ッケージの「ちびまる子ち
ゃん」のように、お子様と
ご家族のみなさまでお飲
みください。

〒420-0822 静岡市葵区宮前町28
TEL 054-267-5151　FAX 054-262-8880
https://www.justline.co.jp

しずてつジャストライン㈱

「静岡市はいいねぇ。」ラッピングバス運行中
静鉄バスでは、高速バス
「静岡新宿線」、定期観
光バス「静岡（しぞ～か）
満喫コース」にてさくらも
もこさんのイラストを使用
したラッピングバスを運行
中。マグロやみかん、三保
の松原など静岡の魅力を
伝えています。

〒420-8510 静岡市葵区鷹匠1-1-1
TEL 054-254-5114　FAX 054-255-8816
http://www.shizutetsu.co.jp/

静岡鉄道㈱

まるちゃんの笑顔が街を走る♪
ラッピング電車にご注目
静岡を世界に広めたさくらさん。まるちゃんのラッピング電車は

県内外だけでなく、海
外からの観光客にも
大人気！さくら色の静
鉄電車は、今日もま
るちゃんと仲間達の
笑顔を乗せて静岡を
走ります。パスケース
も販売中！

©さくらプロダクション/日本アニメーション

さくらももこさん ありがとう

ちびまる子ちゃんランド限定販売

〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷2382-4
TEL 054-276-0011　FAX 054-276-0176
mail：info@tokainosan.co.jp　http://www.tokainosan.co.jp/

東海農産㈱

ちびまる子ちゃんじゃり豆
当社の定番商品「じゃり
豆」も幅広く皆様から愛さ
れるようにとの想いでちび
まる子ちゃんとのコラボを
企画しました。これからも
さくらももこ先生への感謝
の気持ちを大切に育てて
まいります。

432円（税込）



「ちびまる子ちゃんランド」のご紹介エスパルスドリームプラザ内

ちびまる子ちゃんの一日を体験できるミュージアム。さくら
家、学校、公園などが再現されていて、登場人物になっ
た気分が味わえます。昭和の懐かしい雰囲気もあり、親
子三世代で楽しむことができます。

体験コーナー　
◎砂絵300円
◎ぺたぺたやきえ650円 ※やきえは(土)、(日)、(祝)のみ受付け

「ちびまる子ちゃんランド」

さくらももこ先生のマンガや、エッセイを自由に読むことが
できます。コミックイラストの特大パネルの前での記念撮
影もお忘れなく。

「図書室」

さくらももこ先生の直筆イラストを奉る小さな神社。描き
起こしのユニークなおみくじや、お守り、ご朱印などのグッ
ズも大人気です。

「ちびまる子ちゃん神社」

繊細なタッチで描かれたさくら先生のイラストの人気のデ
ザインを、A4サイズの複製画として販売しています。

「さくらももこ先生原画イラスト複製画」

静岡・清水の名産品や老舗とのコラボ等、味にもこだわ
った食品や、かわいいオリジナルデザインのステーショナ
リーなど、ここでしか買えないグッズが勢揃い。お土産に
もぴったりです。

「ちびまる子ちゃんランドオリジナルグッズ」

お子様に大人気の「砂絵」や、「ぺたぺたやきえ」など、
楽しい体験コーナーも！
ランド内にあるピンクの「ちびまる子ちゃんポスト」から手
紙を出すと、オリジナル消印を押印しています。

「体験あそびコーナー」

◎おみくじ １回 100円　◎お守り    １個    600円
◎ご朱印 １枚 300円　◎ご朱印帳 １冊 1,994円 ◎複製画 １枚 2,160円

【営業時間】10：00～20：00 ※最終入館19：30まで、年中無休365日営業
【入 場 料】大人(中学生以上)600円、小人400円 ※2歳以下無料
〒424-0942 静岡市清水区入船町13-15 エスパルスドリームプラザ3階
TEL 054-354-3360㈹
http://www.chibimarukochan-land.com/



星　座 ： おひつじ座
血液型 ： B型
趣　味 ： サーフィン、キャンプ
ＴＥＬ ： 054-270-7033

和田迫 勝徳さん
わ 　 だ 　さ こ 　 か つ の り

　

弊
社
は
設
立
当
初
か
ら
保
険
代
理
店

業
を
主
軸
に
実
績
を
重
ね
、そ
の
豊
富

な
実
績
と
経
験
を
基
に
Ｉ
Ｔ
事
業
部
、造

園
土
木
部
、関
連
事
業
等
を
展
開
し
、着

実
な
運
営
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
は
、主
に
関
連
業
務
の
統

括
や
社
内
の
人
材
育
成
等
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。仕
事
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

お
客
様
と
仲
良
く
な
る
こ
と
で
す
。業

務
を
通
し
て
早
く
自
分
を
覚
え
て
い
た

だ
き
、信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
後
は
、

現
在
の
会
社
の
事
業
を
更
に
発
展
さ
せ
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
目
標

で
す
。

　

休
日
は
、愛
猫
と
の
時
間
を
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
し
て
、癒
し
を
貰
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、業
務
上
お
客
様
に
お
会
い
す
る
こ
と

も
多
い
た
め
、ネ
イ
ル
や
マッ
サ
ー
ジ
に
通

っ
た
り
し
て
、清
潔
感
を
失
わ
ぬ
よ
う
美

容
面
に
も
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

エクステリアさこ　代表
静岡商工会議所青年部 平成30年度 まちづくり委員会副委員長

星　座 ： いて座
血液型 ： O型
趣　味 ： 愛猫と過ごす時間、ネイル、マッサージ
Ｈ　Ｐ ： http://www.wakaba-net.com
ＴＥＬ ： 054-249-0411

中山 佳代子さん
な か  や ま 　 　か 　 よ 　 こ
株式会社わかば　

　

当
社
は
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
施
工
を
行
っ
て

い
ま
す
。エ
ク
ス
テ
リ
ア
と
は
、本
来
は
建

物
の
外
観
・
外
壁
を
表
す
そ
う
で
す
が
、

不
動
産・建
築
住
宅
の
場
合
に
は
、門
扉
や

塀・庭
な
ど
の
外
構
部
分
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。当
社
は
主
に
住
宅
の
駐
車
場
、お

庭
周
り
の
カ
ー
ポ
ー
ト
、ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、テ

ラ
ス
、フェン
ス
等
の
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
す
と
、台
風
の
影
響
で
カ
ー
ポ

ー
ト
屋
根
や
フ
ェン
ス
等
が
強
風
で
飛
散

す
る
よ
う
な
災
害
が
昔
に
比
べ
て
多
発
し

て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
対
し
て
現
場
の
職

人
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、復
旧
の

見
通
し
が
立
って
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、若
い
世
代
の
職
人
を
育
成
し

て
エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
職
人
を
増
や
し
、ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
対
応
と
施
工
性
の
向
上
に
努

め
た
い
で
す
。

　

商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
を
通
し

て
、仕
事
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
地
域

活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
、色
々
な
人
と
出

会
い
、人
と
人
と
の
繋
が
り
が
生
み
出
す

も
の
を
自
分
の
仕
事
に
活
か
し
、静
岡
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

って
お
り
ま
す
。

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

人
と
人
の
繋
が
り
で
得
た
も
の
を
、

静
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

休
日
は
愛
猫
と
過
ご
し
て

癒
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

鹿島建設株式会社
(仮称)芝浦グループ銀座ビル新築工事事務所長

朝比奈由典さん

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

南北の〝行き来〟
改善に期待

　

入
社
以
来
、都
内
の
大
手
企
業
本
社

ビ
ル
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
の
建
設
を

担
当
。20
を
超
す
建
物
を
手
掛
け
た
。

今
年
４
月
、現
職
に
。「
い
ず
れ
も
立
派

な
建
物
ば
か
り
で
愛
着
が
あ
る
」と
語

り
、中
で
も
江
戸
東
京
博
物
館
と
恵
比

寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
、ミ
キ
モ
ト
銀
座

本
店
は
格
別
だ
と
い
う
。工
事
課
長
、現

場
所
長
と
昇
進
し
、立
場
や
業
務
は
変

わ
っ
て
い
く
が
、「
家
族
か
ら
、お
父
さ
ん

の
つ
く
っ
た
建
物
へ
行
っ
て
き
た
わ
よ
、な

ん
て
言
わ
れ
る
と
や
っ
ぱ
り
、う
れ
し
い

で
す
ね
」と
愛
好
を
崩
す
。

　

中
心
部
を
国
道
１
号
と
東
海
道
本

　
「
モ
ノ
を
造
る
の
が
何
よ
り
好
き
」と

い
う
朝
比
奈
さ
ん
。大
学
の
建
築
学
科

を
卒
業
す
る
と
、日
本
初
の
超
高
層
ビ

ル「
霞
が
関
ビ
ル
」や
静
岡
市
役
所
な
ど

を
担
っ
た
鹿
島
建
設
に
入
社
。実
家
が

土
木
建
築
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
気

持
ち
を
後
押
し
し
た
。

　

中
学
、高
校
、大
学
時
代
と
、よ
く
家

業
を
手
伝
っ
た
。「
山
奥
の
砂
防
工
事
の

仕
事
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」。一
生
懸
命

仕
事
に
打
ち
込
む
父
の
姿
を
誇
り
に
感

じ
た
と
い
う
。「
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
就
職
は
ほ

ぼ
自
然
の
成
り
行
き
み
た
い
な
も
の
で

し
た
」。

線
・
新
幹
線
が
東
西
に
走
る
静
岡
市
。

「
二
つ
の
大
動
脈
は
静
岡
の
強
み
で
す
が
、

同
時
に
市
の
南
北
を〝
分
断
〞し
て
い
る

気
が
子
供
の
頃
か
ら
し
て
い
ま
し
た
」

と
い
い
、「
南
北
の
行
き
来
が
も
っ
と
ス
ム

ー
ズ
に
な
れ
ば
、北
側
に
住
む
人
も
南

側
の
人
も
、全
静
岡
の
魅
力
を
感
じ
な

が
ら〝
総
力
戦
〞を
展
開
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。派
手
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
な
く
て
も
、例
え
ば

バ
ス
路
線
を
増
や
す
と
か
、何
か
や
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
期
待
感

を
に
じ
ま
せ
る
。

　

近
頃
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、Ｊ
Ｒ
静

岡
駅
前
の
景
観
。「
一
等
地
の
呉
服
町
通

り
の
歩
道
に
上
品
と
は
言
え
な
い
看
板

が
出
て
い
た
り
、県
庁
所
在
地
の
表
玄

関
と
し
て
は
ち
ょっ
と
寂
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。景
観
の
悪
化
は
ま
ち
の
衰

退
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」と
懸
念
。

日
本
を
代
表
す
る
繁
華
街
、東
京
・
銀

座
で
長
年
建
築
に
か
か
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら「
表
玄
関
の
景
観
の
あ
る
べ
き

姿
を
き
ち
っ
と
示
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」と
指
摘
す
る
。

　
「
呉
服
町
通
り
の
街
並
み
は
わ
れ
わ

れ
の
誇
り
で
す
。老
舗
の
旦
那
衆
が
頑

張
っ
て
い
る
今
の
う
ち
に
、財
政
的
支
援

も
含
め
行
政
が〝
テ
コ
入
れ
〞し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
朝
比
奈
さ
ん
）

多
く
の
有
名
建
築
手
掛
け
る

Yoshinori Asahina
静岡市葵区生まれ。県立静岡高校卒業。東京理科大学工学部建築学科卒
業。1986年、鹿島建設株式会社入社。東京建築支店配属、工事課長、副所
長を経て、2011年、工事事務所長、ミキモト本店ビル新築工事事務所長な
どを歴任。現在（仮称）芝浦グループ銀座ビル新築工事事務所長。57歳。
工事事務所長としてミキモト本店のほか、東洋熱工業本社ビル、銀座ヨシノ
ヤ本店などを手掛けた。一級建築士、一級建築施工管理技士、コンクリート
技士、労働安全コンサルタントなどの資格を持つ。
https://www.kajima.co.jp/

駅
前
の
景
観
悪
化
を
懸
念



地産地消

　
「
か
ね
田
食
堂
」は
、清
水
銀
座
商
店
街
か
ら

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
沿
い
に
架
か
る
大
正
橋
で
巴

川
を
渡
る
と
左
側
に
あ
り
ま
す
。昭
和
30
年
創

業
の
老
舗
の
居
酒
屋
で
、遠
洋
漁
業
関
係
者
な

ど
魚
の
味
を
知
り
尽
く
し
た
皆
様
を
は
じ
め
、

村
松
友
視
さ
ん
、さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
が
愛
す

る
店
と
し
て
知
ら
れ
、内
外
か
ら
清
水
を
訪
れ

る
お
客
様
の
接
待
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
田
高
志
さ
ん
は
３
代
目
。イ
タ
リ
ア
ン
で

数
年
間
修
業
後
、店
に
入
り
、２
０
１
０
年
に
法

人
化
し
、店
主
を
継
ぎ
ま
し
た
。接
待
で
お
連

れ
い
た
だ
い
た
お
客
様
が
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、由
比
漁
港
に
当
日
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
メ
イ
ン
に
、常
に
最
高
レ
ベ
ル
の
本
物
の
食
材

だ
け
を
仕
入
れ
、調
理
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
ン
の
メ
ニュ
ー
を
加
え
た
こ

と
で
、女
性
や
中
国
人
の
お
客
様
も
安
心
し
て

来
店
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
日
の
料
理
は
、当
店
の
お
す
す
め
料
理
。

「
貝
長
」は
珍
し
い
貝
を
蒸
し
ア
ワ
ビ
の
よ
う
に

や
わ
ら
か
く
仕
上
げ
た
料
理
で
、当
店
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
一
品
。「
イ
ル
カ
の
煮
込
み
」は
清

水
の
昭
和
初
期
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
。こ
の
食
文
化

が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

「
ト
ロ
カ
ツ
オ
の
刺
身
」は
当
店
の
看
板
メ
ニュ
ー

で
、ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
注
文
し
ま
す
。口
の

中
で
溶
け
る
食
感
は
、一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。「
マ
グ
ロ
の
カ
マ
塩
焼
き
」は
、バ
チ
マ
グ

ロ
の
カ
マ
に
こ
だ
わ
っ
て
、脂
の
乗
っ
た
良
い
も
の

だ
け
を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
の
料
理
に
合
う
の
は

清
水
の
地
酒
。お
酒
の
注
文
が
と
て
も
多
い
そ

う
で
す
。　　

　

再
訪
し
、玄
人
好
み
の
奥
の
深
い
食
文
化
を

さ
ら
に
堪
能
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

清
水
の
本
物
の
食
文
化
で

遠
来
の
お
客
様
を
お
も
て
な
し

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

かね田食堂★特製ランチ（刺身盛り合せ＋
桜えび天＋はんぺんフライまたはアイスク
リーム＋お新香＋角煮＋汁物）2000円。
たち煮付け800円。イルカのたれ（自家製）
850円。イルカのすまし850円。昼の食事
会・法事・新年会・忘年会（飲み放題コース
２時間）１名様1800円～。ランチメニュー
以外は昼・夜共通メニュー。料金は税抜き。
昼：11時30分～14時。夜：17時～21時
30分。日曜定休。
カウンター席６名。座敷（掘りごたつ）20名。
個室（掘りごたつ）40名（10名×４室）。
駐車場10台。
静岡市清水区入江１‐１‐23
TEL ０５４‐364-8446

「ＪＲ
川
を

業
の

ど
魚

村
松

る
店

る
お金

数
年

人
化

れ
い

る
よ

を
メ

だ
けさ

と
で

左から、マグロのカマ塩焼き1200円。貝長（カイチョウ）1300円。イルカの煮込み900円。トロカツオの刺身1200円。清水の地酒：「英君 純米吟醸」「臥龍梅
純米吟醸」「正雪 吟醸」冷酒（300㎖）各1200円。料金は税抜き。

至JR
清水駅

至清水

南幹線

アラジン

さ
つ
き
通
り

巴川

至静岡

店主 

金田高志氏 新清水駅新清水駅新清水駅

清水銀座

東海
道本
線

静岡
鉄道

静鉄ストア静鉄ストア静鉄ストア

P



『2019年  内外経済展望』

新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会 但し、招待券が必要です。

入　場　無　料
第118回

入場無料 （但し、招待券が必要です）
ご希望の方は、FAX、郵便ハガキ、または当金庫HPよりお申し込みください。
※お申し込みいただいた方には、後日ご招待券を郵送いたします。

お申し込み期限‥‥平成31年1月11日㈮　※期限前でも定員になり次第、募集を終了いたします。
お問い合わせ先：しずおか信用金庫 業務統括部 新春経済講演会事務局　TEL.054-247-1153

先着1,000名様無料ご招待！！
HPよりご応募の場合は

「しずしん」またはwww.shizushin.co.jpと検索し、
当金庫HP応募申込フォームよりお申し込みください。 しずしん 検 索

郵便はがきまたはFAXにてご応募の場合は
お名前・ご住所・お電話番号・ご希望枚数・お取引店（任意）をご記入の上、下記宛にお申し込みください。

〒420-0838　静岡市葵区相生町１番１号　TEL.054-247-1151
https://www.shizushin.co.jp※お申し込みの際にいただいた個人情報は、本講演会関係事務のために利用させていただき、それ以外の目的での利用は致しません。

〒420-0838 静岡市葵区相生町1-1 しずおか信用金庫業務統括部 新春経済講演会事務局 宛
054-209-1845

郵便はがきの場合

FAXの場合

■日　時　平成31年1月25日㈮　開場13：30　開演14：00（終演予定15：30）
■会　場　静岡市民文化会館 中ホール ■主　催　　　　　　　　　　　■共　催　東海地区しんきん経営者協議会

◆プロフィール◆
野村證券投資情報部のチーフ・マーケット・エコノミストとして、日本経済をはじめとするグローバル経済・金融情勢の調査に携わっています。金融・財政政策、競争
力、企業行動など様々な専門領域にわたるグローバルな視点からの日本経済の分析をはじめ、15年にわたるアジア経済調査の経験を生かした、パン・アジア的な
視点からの経済分析に力を入れています。日本経済新聞やブルームバーグなど日本・外国のメディアを通じて積極的に意見を発信しています。特に、テレビ東京の
番組であるワールド・ビジネス・サテライトにおいては、レギュラーのコメンテーターとして出演しています。

■講　師　野村證券投資情報部チーフ・マーケット・エコノミスト  木下 智夫（きのしたともお）氏

■ 略　歴
•1987年3月　京都大学経済学部卒業
•1987年4月　株式会社野村総合研究所入社
•1990年7月　野村総合研究所アメリカ・ワシントン支店
•1995年7～9月　世界銀行でコンサルタントとして勤務
•1996年6月　ノースウェスタン大学大学院経済学部卒業（経済学修士）
•1997年7月　野村総合研究所アジア経済研究室

•2002年1月　野村総合研究所シンガポール
•2004年4月　野村證券に転籍し、野村シンガポールに出向
•2005年6月　野村シンガポールでアジア担当チーフエコノミスト
•2007年4月　野村国際（香港）アジア担当チーフエコノミスト
•2009年3月　野村国際（香港）アジア経済調査デピュティ・ヘッド
•2012年8月　野村證券金融経済研究所チーフエコノミスト
•2016年5月　野村證券投資情報部チーフ・マーケット・エコノミスト



（%）

経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況後継者の育成に必要な期間

既に準備をしている

これから準備をする

現時点では
準備をしていない
現在は事業承継を
考えていない

（出典）中小企業基盤整備機構
「事業承継実態調査」

（2011年3月）

（出典）中小企業庁委託
「中小企業における事業承継に関する

アンケート・ヒアリング調査」
（2016年2月 ㈱帝国データバンク）

（再編・加工）

事業承継相談 静岡商工会議所 （静岡市事業承継支援事業）

事業承継を思い立ったら、静岡商工会議所にぜひご相談ください。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8
TEL.054-253-5113  FAX.054-254-6713

まずは下記にご相談ください。必要に応じて専門家やコーディネータに取り次ぎます。（支援にかかる費用の10万円相当を本事業が負担。）
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info@
shizuoka-cci.or.jp


